




















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































挿図① 明治二十六年「岡倉覚三清出張手記」七月十一日 新橋出発 一分
冊第一頁
2
誤
リ
ナ
ル
ヲ
知
ル
大
ニ
笑
テ
罷
ム
直
チ
ニ
馬
車
ヲ
賃
シ
テ
西
行
セ
（
ン
）
ト
欲
ス
ル
ニ
遠
行
の
も
の
な
し
則
チ
香
山
寺
等
ヲ
見
ル
コ
ト
ニ
決
し
午
前
十
時
頃
南
関
ヲ
出
テ
先
ツ
龍
門
ニ
至
ル
路
程
二
十
五
里
両
山
伊
水
ヲ
挟
ミ
香
山
寺
の
崖
上
河
を
隔
テ
高
キ
ハ
寔
ニ
好
し
乾
隆
の
御
遊
も
宜
ナ
ル
カ
先
ツ
龍
門
の
伊
闕
ニ
上
ル
」
（
傍
点
は
筆
者
）。
岡
倉
が
日
帰
り
の
行
先
と
し
て
龍
門
を
訪
ね
た
の
は
、
唐
代
の
詩
人
白
居
易
（
字
は
樂
天
）
に
由
縁
の
深
い
香
山
寺
の
跡
を
見
る
た
め
で
あ
っ
た
。『
旧
唐
書
』
巻
一
六
五
白
居
易
伝
（
３
）
よ
れ
ば
、
晩
年
香
山
寺
僧
如
満
と
親
し
く
往
来
し
、
自
ら
香
山
居
士
と
称
し
、
没
後
は
香
山
如
満
師
塔
の
側
に
葬
る
よ
う
遺
命
し
た
と
い
う
。
自
ら
も
漢
詩
を
作
し
た
天
心
は
、〈
長
恨
歌
〉
や
〈
琵
琶
行
〉
の
詩
人
に
想
い
を
馳
せ
な
が
ら
龍
門
へ
の
道
を
急
ぎ
は
し
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
か
。
当
時
の
岡
倉
は
、
龍
門
の
伊
闕
に
上
る
ま
で
は
、
つ
い
ぞ
龍
門
に
北
魏
か
ら
唐
代
に
お
け
て
の
お
び
た
だ
し
い
数
の
石
窟
が
開
か
れ
て
い
よ
う
と
は
、
思
っ
て
も
み
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
伊
闕
の
西
山
で
、
初
め
て
潜
溪
寺
の
右
辺
の
石
洞
内
に
入
っ
た
岡
倉
は
、「
諸
仏
の
妙
創
忽
チ
ニ
し
て
喜
歓
の
声
を
発
セ
し
ム
」
と
感
嘆
し
て
、
洞
内
の
規
模
や
諸
仏
像
を
観
察
し
て
い
る
。
次
い
で
、「
登
レ
バ
三
洞
ア
リ
中
央
ニ
賓
陽
洞
ト
題
ス
中
央
ハ
明
ラ
カ
ニ
古
式
ニ
シ
テ
鳥
仏
師
の
も
の
と
毫
も
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ
北
魏
の
も
の
か
」
と
記
し
て
い
る
。
第
三
分
冊
は
、「
龍
門
山
伊
闕
ノ
碑
ヲ
見
テ
賓
陽
ヲ
出
ツ
」
の
初
行
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
が
、（
山
房
ノ
人
粥
ヲ
与
フ
飢
ヲ
医
セ
リ
）
と
い
う
傍
書
が
見
ら
れ
る
の
で
、
す
で
に
時
間
は
午
後
に
入
っ
て
い
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
次
い
で
、「
南
の
方
山
ヲ
廻
レ
ハ
大
巖
マ
マ屈
ア
リ
屋
落
チ
て
横
十
六
七
間
奥
行
二
十
間
も
ア
リ
」
と
し
て
奉
先
寺
洞
の
現

が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
洞
名
は
記
載
さ
れ
て
な
く
、
ま
た
盧
舎
那
仏
坐
像
に
つ
い
て
も
「
釈
迦
石
造
高
肉
四
五
六
丈
モ
ア
ル
ヘ
し
（
略
）
実
ニ
唐
時
の
奇
観
な
り
屋
落
チ
土
多
く
堆
し
足
部
半
は
没
セ
リ
」
と
結
ん
で
い
る
。
続
い
て
古
陽
洞
で
あ
る
が
、
洞
名
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
全
文
②
を
写
し
て
お
き
た
い
。
其
南
又
一
洞
ア
リ
三
尊
仏
獅
子
ア
リ
仏
は
新
彩
色
ア
リ
他
の
仏
像
数
千
北
魏
の
も
の
タ
ル
ヤ
疑
な
し
（
二
枚
目
）
摺
物
ア
リ
此
処
最
も
長
細
き
観
音
と
似
タ
リ
是
亦
3
弥
勒
菩
薩
交
脚
像
の
ス
ケ
ッ
チ
北
魏
の
も
の
カ
星
魏
永
平
十
三
年
抔
の
題
字
ア
リ
三
千
仏
最
モ
奇
古
ナ
リ
塔
ア
リ
人
物
ア
リ
武
梁
祠
後
此
石
室
ナ
リ
ト
云
フ
ヘ
し
神
仙
数
多
因
果
経
ト
能
く
似
タ
リ
此
古
（
陽
―
脱
字
）
及
賓
陽
の
中
洞
最
モ
古
く
最
モ
観
古
の
料
多
し
実
に
得
難
き
の
一
摺
物
ア
リ
し
既
ニ
薄
暮
ナ
ル
ヲ
以
テ
止
ム
ヲ
得
ス
洞
ヲ
出
つ
他
日
考
古
の
人
必
ス
一
登
ス
へ
き
の
價
ア
リ
我
も
亦
再
ヒ
来
ラ
ン
ト
欲
ス
伊
水
ヲ
渡
り
香
山
寺
ニ
登
ル
岡
倉
は
、
古
陽
洞
内
の
北
魏
仏
像
数
千
の
壮
観
さ
を
、
武
梁
祠
、
す
な
わ
ち
山
東
省
嘉
祥
県
に
あ
る
後
漢
の
武
梁
祠
堂
の
画
像
石
以
来
挿図② 明治二十六年「岡倉覚三清国出張手記」九月十九日 龍門石窟古陽洞
三分冊二頁
4
の
も
の
で
あ
る
、
と
讃
歎
し
て
い
る
。
岡
倉
が
幾
枚
も
の
拓
本
の
上
で
こ
の
石
室
の
画
像
を
見
て
い
る
こ
と
は
、
彼
の
日
誌
の
第
一
分
冊
の
裏
に
、
北
京
で
購
め
た
と
思
わ
れ
る
古
書
類
の
中
に
「
山
東
武
梁
祠
石
刻
」
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
察
せ
ら
れ
る
。
ま
た
、
岡
倉
は
、「
此
古
陽
及
び
賓
陽
の
中
洞
最
も
古
く
最
モ
観
古
の
料
多
し
」
と
記
し
て
い
る
が
、
古
陽
洞
の
名
を
知
っ
た
の
は
、
洞
内
の
側
壁
に
大
き
く
〈
古
陽
洞
〉
と
陽
刻
さ
れ
、
白
く
塗
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
岡
倉
が
西
山
の
南
端
に
近
い
古
陽
洞
を
訪
れ
た
の
は
、
夕
暮
近
く
で
あ
り
、
午
前
中
で
あ
れ
ば
明
る
い
陽
ざ
し
が
洞
内
い
っ
ぱ
い
に
溢
れ
、
容
易
に
南
壁
中
央
の
「
太
和
七
年
孫
秋
生
造
像
記
」
の
碑
銘
を
読
み
と
る
こ
と
が
で
き
た
の
に
と
惜
し
ま
れ
る
。
な
お
、
岡
倉
は
、
此
処
で
最
も
長
細
き
観
音
と
似
て
い
る
、
と
し
て
、
手
早
く
側
壁
第
二
層
の
列
龕
内
の
弥
勒
菩
薩
交
脚
像
の
そ
の
痩
身
の
坐
像
の
ス
ケ
ッ
チ
を
し
て
い
る
が
、
岡
倉
が
、「
此
処
最
も
長
細
き
観
音
と
似
タ
リ
」
と
記
し
て
い
る
そ
の
長
身
の
観
音
は
、
お
そ
ら
く
法
隆
寺
金
堂
の
百
済
観
音
菩
薩
像
（
明
治
二
十
一
年
の
美
術
取
調
の
際
の
呼
稱
で
言
え
ば
、
朝
鮮
風
観
音
木
像
、
七
尺
）
を
想
い
起
こ
し
て
の
こ
と
と
思
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
岡
倉
は
、
賓
陽
洞
に
お
い
て
も
「
中
央
ハ
明
ラ
カ
ニ
古
式
ニ
シ
テ
鳥
仏
師
の
も
の
と
毫
モ
異
ナ
ル
コ
ト
ナ
シ
」
と
述
べ
、
法
隆
寺
金
堂
の
本
尊
と
比
べ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
岡
倉
の
手
早
い
ス
ケ
ッ
チ
と
い
え
ば
、
私
は
二
十
年
前
に
も
、
や
は
り
日
本
美
術
院
に
所
蔵
さ
れ
て
い
る
明
治
十
九
年
（
一
八
八
六
）
五
月
七
日
の
日
付
の
あ
る
『
奈
良
古
社
寺
調
査
手
録
（
５
）
』
の
法
隆
寺
夢
殿
開
扉
の
際
の
救
世
観
音
菩
薩
立
像
の
ス
ケ
ッ
チ
と
メ
モ
を
閲
覧
さ
せ
て
戴
い
た
こ
と
が
あ
る
。
表
紙
を
欠
い
た
、
粗
末
な
藁
紙
の
洋
綴
無
罫
の
小
型
ノ
ー
ト
い
っ
ぱ
い
に
、
幾
重
に
も
巻
か
れ
て
あ
っ
た
白
布
が
解
か
れ
て
そ
の
全
貌
を
現
し
た
ば
か
り
の
本
尊
の
姿
が
描
か
れ
て
い
た
。
そ
し
て
〈
夢
殿
〉
と
見
出
し
が
書
か
れ
た
頁
に
は
、「
秘
仏
観
音
保
存
妙
ナ
リ
」
と
の
み
記
さ
れ
て
い
た
。
夢
殿
が
い
つ
開
扉
さ
れ
た
か
、
に
つ
い
て
は
、
同
行
者
の
ア
ー
ネ
ス
ト
・
Ｆ
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
遺
著
『
中
國
と
日
本
の
美
術
の
諸
時
代
』（E
pochs
of
C
hinese
and
Japanese
A
rt,2Volum
es,Lon-
don,
1912
）
（
６
）
で
、
一
八
八
四
年
（
明
治
十
七
年
）
の
夏
、
と
記
し
て
い
る
の
で
、
明
治
十
七
年
説
が
久
し
く
定
説
と
な
っ
て
き
た
が
、
岡
倉
の
こ
の
ス
ケ
ッ
チ
に
徴
す
る
限
り
、
夢
殿
の
開
扉
年
は
、
明
治
十
九
年
五
月
七
日
で
あ
り
、
フ
エ
ノ
ロ
サ
の
記
憶
違
い
か
ら
生
じ
た
誤
り
と
云
え
よ
う
。
な
お
、
明
治
十
九
年
の
法
隆
寺
寺
務
日
記
（
７
）
に
も
、
五
月
七
日
に
文
部
省
御
傭
人
米
國
フ
エ
ノ
ロ
サ
氏
仝
図
書
取
調
掛
り
岡
倉
覺
三
氏
外
が
来
山
し
た
旨
の
記
載
が
見
ら
れ
る
。
ち
な
み
に
、
岡
倉
は
、
明
治
十
一
年
（
一
九
七
八
）
八
月
に
フ
ェ
5
ノ
ロ
サ
が
お
傭
い
外
國
人
教
師
と
し
て
ア
メ
リ
カ
か
ら
来
日
し
、
開
設
二
年
目
の
東
京
大
学
文
学
部
で
政
治
学
、
理
財
学
を
講
じ
た
際
の
最
初
の
学
生
で
あ
り
、
十
三
年
の
七
月
に
卆
業
、
九
月
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
が
関
西
の
古
社
寺
を
訪
ね
た
折
に
、
通
訳
と
し
て
同
行
し
て
い
る
。
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
当
年
二
十
七
歳
、
岡
倉
は
十
九
歳
で
あ
っ
た
。
翌
十
月
に
岡
倉
は
文
部
省
に
就
職
し
て
い
る
。
そ
れ
以
来
、
日
本
及
び
東
洋
の
美
術
を
熱
愛
す
る
両
人
の
友
情
は
、
公
私
の
上
で
深
く
結
ば
れ
る
の
で
あ
る
が
、
な
ぜ
岡
倉
が
、
欧
化
主
義
の
風
靡
す
る
世
相
の
な
か
で
、
あ
え
て
清
國
へ
長
期
の
美
術
調
査
に
出
か
け
る
の
か
。
若
き
日
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
と
も
に
抱
い
た
東
洋
美
術
へ
の
熱
い
想
い
と
無
関
係
で
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
な
お
、
夢
殿
開
扉
の
あ
っ
た
明
治
十
九
年
の
文
部
省
に
よ
る
フ
ェ
ノ
ロ
サ
・
岡
倉
の
古
社
寺
調
査
の
後
、
年
譜
に
よ
れ
ば
（
８
）
八
月
一
日
に
は
フ
ェ
ノ
ロ
サ
は
帝
國
大
学
雇
い
を
辞
任
、
文
部
・
宮
内
両
者
の
雇
い
と
な
り
、
九
月
十
一
日
、
岡
倉
は
美
術
取
調
委
員
と
し
て
フ
ェ
ノ
ロ
サ
と
と
も
に
欧
米
出
張
を
命
ぜ
ら
れ
、
翌
二
十
年
十
月
十
一
日
に
帰
國
、
十
月
四
日
に
開
設
さ
れ
た
東
京
美
術
学
校
の
幹
事
、
十
二
月
二
日
に
フ
ェ
ノ
ロ
サ
も
東
京
美
術
学
校
雇
い
と
な
っ
て
い
る
。
こ
う
し
て
明
治
二
十
一
年
（
一
八
八
八
）
五
月
、
宮
内
省
図
書
頭
九
鬼
隆
一
を
主
班
と
す
る
大
規
模
な
近
畿
一
円
の
美
術
取
調
に
岡
倉
・
フ
ェ
ノ
ロ
サ
も
隨
行
し
、
六
月
八
日
か
ら
十
月
三
日
ま
で
法
隆
寺
の
宝
物
の
調
査
に
当
っ
て
い
る
。
前
述
の
法
隆
寺
金
堂
の
朝
鮮
風
木
像
の
命
名
も
、
フ
ェ
ロ
ノ
サ
・
岡
倉
両
名
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
と
き
の
美
術
取
調
が
発
展
し
て
九
月
に
宮
内
省
に
臨
時
全
國
宝
物
取
調
局
が
設
置
さ
れ
、
翌
二
十
二
年
に
改
称
さ
れ
た
帝
國
博
物
館
が
東
京
・
京
都
・
奈
良
に
設
立
さ
れ
、
岡
倉
は
、
東
京
美
術
学
校
と
東
京
帝
國
博
物
館
双
方
を
擔
っ
て
行
く
の
で
あ
る
。
後
年
、
清
國
を
訪
れ
、
龍
門
石
窟
を
調
査
す
る
伊
東
忠
太
、
塚
本
靖
、
平
子
鐸
嶺
等
が
い
ず
れ
も
岡
倉
ゆ
か
り
の
人
た
ち
で
あ
る
こ
と
を
思
う
と
感
慨
を
禁
じ
え
な
い
。
２
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）、
伊
東
忠
太
に
よ
る
龍
門
石
窟
の
調
査
岡
倉
覺
三
の
清
國
美
術
調
査
か
ら
数
え
て
九
年
後
の
明
治
三
十
五
年
（
一
九
〇
二
）
三
月
、
当
時
東
京
帝
國
大
学
工
科
大
学
造
家
学
科
の
助
教
授
で
あ
っ
た
伊
東
忠
太
（
一
八
六
七
―
一
九
五
四
）
は
、
教
授
昇
任
前
の
慣
例
で
あ
る
欧
米
へ
の
海
外
留
学
を
、
前
例
が
無
い
と
の
理
由
で
難
色
を
示
す
教
授
た
ち
を
説
得
し
て
、
中
國
・
印
度
・
土
耳
古
へ
の
三
年
間
の
ア
ジ
ア
周
遊
の
旅
に
出
か
け
て
い
る
。
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こ
う
し
た
伊
東
忠
太
の
、
欧
化
主
義
の
風
靡
す
る
な
か
で
の
熱
い
ア
ジ
ア
へ
の
眼
差
し
は
、
日
本
建
築
史
を
研
究
す
る
者
と
し
て
は
当
然
の
こ
と
と
は
い
え
、
や
は
り
岡
倉
覺
三
の
ア
ジ
ア
主
義
に
共
鳴
す
る
と
こ
ろ
あ
っ
て
の
こ
と
で
あ
る
こ
と
は
、
本
人
自
身
の
談
話
（
９
）
か
ら
も
知
ら
れ
る
。
伊
東
は
明
治
二
十
五
年
（
一
八
九
二
）
七
月
、
工
科
大
学
卆
業
と
と
も
に
、
大
学
院
に
入
学
、
法
隆
寺
建
築
の
研
究
に
専
心
す
る
の
で
あ
る
が
、
翌
二
十
六
年
二
月
に
、
岡
倉
覺
三
が
校
長
を
し
て
い
た
東
京
美
術
学
校
の
講
師
と
し
て
建
築
装
飾
術
の
授
業
を
嘱
託
さ
れ
て
い
る
。
岡
倉
と
親
し
か
っ
た
伊
東
の
大
学
在
学
中
の
小
島
憲
文
教
授
の
慫
導
に
よ
る
も
の
だ
と
い
う
。
伊
東
は
、
明
治
三
十
五
年
三
月
二
十
五
日
に
東
京
を
出
発
し
、
中
國
、
印
度
、
土
耳
古
を
め
ぐ
り
三
十
八
年
六
月
に
帰
國
し
て
い
る
が
、
最
初
の
訪
問
地
中
國
に
は
、
清
朝
の
光
緒
二
十
八
年
の
四
月
某
日
、
北
京
に
着
き
、
六
月
一
日
に
北
京
を
発
し
北
清
の
建
築
を
調
査
し
て
い
る
が
、
大
同
へ
行
っ
た
際
に
、
偶
然
に
雲
岡
石
窟
を
発
見
し
て
い
る
。龍
門
石
窟
に
つ
い
て
は
、
帰
國
二
年
後
の
『
支
那
印
度
土
耳
其
旅
行
談
（
１０
）
』（
第
二
回
の
下
）
の
中
で
語
ら
れ
て
い
る
が
、
龍
門
で
は
僅
か
三
日
間
調
査
し
た
斗
り
と
い
う
こ
と
で
、
古
陽
洞
に
つ
い
て
は
、
「
大
佛
窟
か
ら
は
南
へ
進
む
と
路
は
西
南
に
弯
曲
し
始
め
、
龕
は
次
第
に
減
少
し
ま
す
が
終
り
の
部
分
に
な
ほ
二
つ
の
重
要
な
窟
が
あ
り
ま
す
、
そ
の
内
に
建
築
的
手
法
の
面
白
い
浮
彫
が
あ
り
ま
す
」
と
の
み
語
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
、
洞
名
の
記
載
す
ら
見
ら
れ
な
い
。
し
か
し
附
図
③
の
仏
像
の
衣
紋
を
ス
ケ
ッ
チ
し
た
三
例
の
一
つ
に
、
明
治
二
十
六
年
に
岡
倉
覺
三
が
龍
門
を
訪
ね
た
際
に
手
早
く
描
い
た
古
陽
洞
の
弥
勒
菩
薩
交
脚
像
の
上
半
身
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
伊
東
は
昭
和
十
八
年
（
一
九
四
三
）
に
刊
行
さ
れ
た
『
東
洋
建
築
の
研
究
（
上
（
１１
）
）』
所
収
の
「
支
那
建
築
史
」
に
お
い
て
、
巻
挿図③ 明治三十五年伊東忠太、清国出張
「支那印度土耳其旅行談」附図
7
頭
の
グ
ラ
ビ
ア
に
、
当
時
二
十
一
窟
と
呼
ば
れ
て
い
た
古
陽
洞
の
附
図
と
し
て
写
真
四
枚
を
掲
載
し
て
い
る
が
、
そ
の
第
一
枚
目
に
は
〈
太
和
七
年
孫
秋
生
造
像
記
〉
の
碑
銘
の
あ
る
南
壁
第
三
層
の
中
央
が
写
っ
て
い
る
。
そ
し
て
本
文
（
一
七
〇
頁
）
に
お
い
て
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
建
築
的
立
場
よ
り
見
て
、
其
の
最
も
重
大
な
の
は
第
二
十
一
窟
マ
マ
マ
マ
で
あ
る
。
此
の
窟
は
少
く
と
も
大
和
七
年
に
は
進
工
せ
ら
れ
、
大
和
十
九
年
頃
に
完
成
せ
し
も
の
で
あ
る
こ
と
は
窟
内
の
銘
に
由
っ
て
明
瞭
で
あ
り
、
雲
岡
の
第
二
區
の
石
窟
と
同
時
代
で
あ
ら
ね
ば
な
ら
ぬ
。
し
か
も
其
の
壁
面
は
建
築
的
意
義
の
的
確
明
瞭
な
る
彫
刻
を
以
て
充
塞
さ
れ
て
ゐ
る
の
で
あ
る
」
当
然
、
自
分
の
眼
で
、
南
壁
中
央
の
「
太
和
七
年
孫
秋
生
造
像
記
」
を
読
ん
だ
上
で
の
太
和
七
年
開
鑿
説
で
あ
り
、
太
和
十
九
年
頃
の
完
成
と
目
し
て
い
る
点
、
景
明
二
年
造
像
銘
の
あ
る
邑
子
像
碑
文
と
の
混
淆
は
見
ら
れ
な
い
。
前
頁
に
も
こ
の
太
和
七
年
銘
に
徴
し
て
、
「
即
ち
龍
門
は
北
魏
が
未
だ
洛
陽
に
遷
都
せ
ざ
る
以
前
に
お
い
て
既
に
開
鑿
さ
れ
た
の
で
、」
と
い
う
記
載
が
あ
る
こ
と
も
、
併
せ
て
書
き
添
え
て
お
く
。
３
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）、
塚
本
靖
・
平
子
鐸
嶺
に
よ
る
龍
門
石
窟
の
調
査
次
い
で
、
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）、
清
朝
の
光
緒
三
十
二
年
十
一
月
に
、
東
京
帝
國
大
学
工
科
大
学
造
家
学
科
教
授
の
塚
本
靖
（
一
八
六
九
―
一
九
三
七
）
と
、
帝
國
博
物
館
嘱
託
の
平
子
鐸
嶺
（
一
八
七
〇
―
一
九
一
一
）
の
両
名
が
、
龍
門
の
潜
渓
寺
に
十
六
日
間
宿
泊
し
、
龍
門
石
窟
を
調
査
し
て
い
る
。
な
お
、
こ
の
清
國
へ
の
調
査
旅
行
に
塚
本
と
同
僚
の
助
教
授
関
野
貞
も
同
行
し
て
い
た
が
、
旅
を
急
い
で
龍
門
で
別
れ
、
西
安
府
へ
向
っ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
興
味
深
い
こ
と
に
、
塚
本
は
、
岡
倉

三
が
清
國
へ
出
か
け
た
明
治
二
十
六
年
の
九
月
、
前
年
か
ら
東
京
美
術
学
校
で
講
師
を
し
て
い
た
伊
東
忠
太
が
、
恩
師
の
木
子
清
敬
の
推
薦
で
平
安
遷
都
記
念
殿
平
安
神
宮
造
営
の
技
師
を
委
嘱
さ
れ
た
の
で
、
そ
の
後
任
と
し
て
美
術
学
校
で
建
築
装
飾
論
を
担
当
す
る
こ
と
に
な
り
、
他
方
平
子
も
、
同
じ
時
期
に
東
京
美
術
学
校
の
日
本
画
科
に
在
学
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
塚
本
は
そ
の
年
の
七
月
に
東
京
帝
國
大
学
工
科
大
学
造
家
学
科
を
卆
業
し
た
ば
か
り
で
あ
っ
た
。
と
も
に
若
い
二
人
が
、
岡
倉
の
帰
國
後
の
清
國
旅
行
談
に
ど
れ
ほ
ど
感
動
を
お
ぼ
え
た
か
、
十
8
分
に
察
せ
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
明
治
三
十
九
年
九
月
か
ら
翌
年
一
月
ま
で
約
半
年
に
わ
た
っ
た
、
塚
本
靖
ら
の
清
國
河
南
・
陜
西
二
省
の
調
査
旅
行
に
つ
い
て
は
、
帰
國
の
翌
年
、
塚
本
が
『
東
洋
學
藝
雑
誌
』
で
語
っ
た
「
清
國
内
地
旅
行
談
（
１２
）
」
が
あ
る
が
、
名
所
旧
跡
、
風
俗
習
慣
な
ど
の
見
聞
記
で
あ
り
、
龍
門
に
つ
い
て
は
、
晩
唐
の
詩
人
白
樂
天
の
墓
の
あ
る
香
山
寺
の
名
は
見
ら
れ
る
も
の
の
、
石
窟
に
関
し
て
は
、
洞
名
の
記
載
す
ら
見
ら
れ
な
い
の
で
あ
り
、
僅
か
に
、「
唐
の
高
宗
の
造
ら
れ
た
高
七
八
十
五
尺
の
大
盧
舎
那
佛
」
の
名
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
ば
か
り
で
あ
る
。
む
し
ろ
学
術
的
に
は
、
二
十
年
後
に
雑
誌
『
太
陽
』
に
発
表
さ
れ
た
「
雲
崗
と
龍
門
（
１３
）
」
が
す
こ
ぶ
る
貴
重
で
あ
る
。
な
お
、
雲
崗
に
関
す
る
記
述
は
、
龍
門
訪
問
よ
り
三
年
後
の
明
治
四
十
一
年
（
一
九
〇
八
）
樋
口
貞
藏
を
伴
っ
て
、
雲
崗
石
佛
寺
に
泊
す
る
こ
と
八
日
間
の
調
査
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
龍
門
に
つ
い
て
は
「
伊
闕
の
西
の
山
が
龍
門
山
で
、
東
の
山
は
晩
唐
の
詩
人
白
樂
天
の
隠
棲
し
た
香
山
寺
で
あ
る
」
と
、
ま
ず
最
初
に
白
樂
天
の
香
山
寺
の
名
が
現
れ
る
の
は
、
岡
倉
の
龍
門
訪
問
の
動
機
が
、
こ
の
香
山
寺
詣
り
に
あ
っ
た
こ
と
が
想
わ
れ
、
若
き
日
の
塚
本
・
平
子
ら
に
与
え
た
岡
倉
の
薫
陶
が
偲
ば
れ
る
の
で
あ
る
。
と
り
わ
け
こ
の
建
築
学
者
に
つ
い
て
感
嘆
に
堪
え
な
い
の
は
、
龍
門
に
関
す
る
漢
籍
に
す
こ
ぶ
る
詳
し
い
こ
と
で
あ
り
、
往
年
の
岡
倉
の
清
國
に
お
け
る
漢
籍
の
渉
猟
を
想
わ
せ
る
の
で
あ
る
。
そ
の
圧
巻
は
、
元
代
の
薩
天
錫
の
『
龍
門
記
』
を
読
み
、
賓
陽
洞
か
ら
南
へ
老
君
洞
等
へ
至
る
間
の
十
余
の
大
洞
と
、
路
傍
よ
り
数
十
尺
の
崖
頭
ま
で
数
層
に
わ
た
っ
て
開
鑿
さ
れ
た
崖
面
の
大
洞
小
龕
の
諸
石
像
が
、
た
だ
萬
を
数
え
る
ば
か
り
で
な
く
、
そ
れ
ら
に
旧
い
亀
裂
や
、
人
為
的
に
首
が
砕
か
れ
た
り
、
鼻
や
耳
や
手
足
が
欠
け
た
り
、
す
く
な
或
い
は
金
碧
の
装
飾
が
悉
く
剥
落
し
て
、
完
全
な
も
の
が
鮮
い
、
と
い
う
文
面
に
接
し
、
塚
本
自
身
も
崖
頭
の
人
の
達
し
難
い
処
ま
で
登
し
ら
な
お
り
、「
仔
細
に
検
べ
て
見
る
と
、
佛
像
の
衣
紋
の
凹
所
に
猶
群
青
、
く
だ
り
緑
青
、
朱
な
ど
の
痕
跡
が
僅
か
に
存
し
て
い
る
」
と
記
し
て
い
る
条
で
あ
る
。
私
は
、
塚
本
の
実
証
的
精
神
と
探
究
心
に
深
い
感
動
を
お
ぼ
え
る
。
で
は
な
ぜ
、
元
代
に
お
い
て
、
既
に
斯
様
に
石
像
の
多
数
が
毀
損
し
て
い
た
の
か
。
塚
本
は
、
後
周
武
帝
建
徳
三
年
（
五
七
四
）、
唐
の
武
宗
會
昌
五
年
（
八
四
五
）、
明
の
世
宗
嘉
靖
元
年
（
一
五
二
一
）
等
の
滅
法
の
結
果
だ
と
信
じ
る
、
と
断
言
し
て
い
る
。「
此
滅
法
は
こ
ぼ
佛
道
を
廃
し
、
浮
屠
を
毀
ち
僧
尼
を
還
俗
せ
し
め
た
位
徹
底
し
た
も
の
で
あ
っ
た
。
当
時
大
都
会
の
洛
陽
に
近
き
龍
門
の
佛
像
が
、
此
等
の
時
に
何
等
滅
法
の
厄
を
蒙
ら
な
か
っ
た
と
は
信
ぜ
ら
れ
ぬ
」
と
述
9
べ
て
い
る
。
他
方
、
老
君
洞
、
す
な
わ
ち
古
陽
洞
の
場
合
は
ど
う
な
の
か
。
塚
本
は
、「
此
洞
内
の
諸
像
が
他
の
諸
洞
よ
り
も
製
作
年
代
が
古
い
に
も
拘
ら
ず
、
最
も
完
全
に
残
っ
て
い
る
理
由
を
忖
度
す
る
に
唐
の
天
子
は
李
姓
で
あ
っ
て
、
老
子
の
後
裔
な
り
と
信
ぜ
ら
れ
て
居
っ
た
為
に
、
道
教
を
信
ず
る
事
が
篤
か
っ
た
。
此
洞
内
の
本
尊
を
老
子
だ
と
か
み
こ
び
称
し
た
の
は
寺
僧
の
上
に
媚
る
結
果
か
、
或
は
又
後
世
の
滅
法
を
予
想
し
た
も
の
か
」
と
推
測
し
て
い
る
。
老
君
洞
と
い
う
通
称
ど
お
り
、
も
と
一
九
六
五
年
に
釈
迦
本
尊
の
元
の
姿
に
戻
る
ま
で
は
、
太
上
老
君
の
像
と
し
て
加
飾
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の
古
陽
洞
が
開
鑿
さ
れ
た
年
代
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
塚
本
は
「
北
魏
の
景
明
の
初
め
（
五
〇
〇
年
）
に
、
代
京
の
霊
巖
寺
（
雲
崗
石
佛
寺
）
に
準
じ
て
高
祖
孝
文
帝
と
文
昭
太
后
の
為
に
着
手
さ
れ
た
賓
陽
洞
開
鑿
以
前
に
、
既
に
龍
門
に
石
窟
の
開
か
れ
て
居
っ
た
事
は
、
洞
内
の
銘
文
に
よ
っ
て
わ
か
る
。
即
ち
現
在
諸
洞
中
最
も
古
き
も
の
は
老
君
洞
で
あ
る
。
洞
内
に
は
景
明
元
年
を
遡
る
事
十
数
年
の
太
和
年
間
の
銘
が
現
存
し
て
い
る
の
で
あ
る
」
と
述
べ
て
い
る
。
孝
文
帝
の
洛
陽
遷
都
の
あ
っ
た
太
和
十
七
年
（
四
九
三
）
よ
り
も
さ
ら
に
遡
る
年
代
を
も
つ
太
和
年
間
の
造
像
銘
と
し
て
は
、
太
和
七
年
（
四
八
三
）
に
地
元
の
功
曹
孫
秋
生
・
劉
起
祖
に
率
い
ら
れ
た
二
百
人
等
に
よ
っ
て
石
像
一
區
を
敬
造
し
た
と
い
う
洞
内
南
壁
中
央
の
造
像
記
が
唯
一
で
あ
る
。
こ
の
石
像
一
區
が
、
正
壁
の
本
尊
を
指
し
て
い
る
こ
と
は
云
う
ま
で
も
な
い
。
注
目
す
べ
き
こ
と
に
、
塚
本
は
、
龍
門
石
窟
の
銘
文
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
な
問
題
提
起
を
し
て
い
る
。
こ
こ
ま
た
「
爰
に
一
の
疑
問
と
す
べ
き
は
雲
崗
に
は
殆
ど
銘
文
を
缺
き
、
及
ら
こ
龍
門
の
賓
陽
洞
、
鑼
鼓
洞
等
に
銘
文
な
く
奉
先
寺
に
銘
の
少
き
事
で
あ
る
。
私
の
考
へ
で
は
勅
願
に
よ
っ
て
造
ら
れ
た
洞
窟
、
佛
像
等
に
は
他
の
佛
像
信
者
が
其
餘
地
等
に
小
龕
を
穿
ち
佛
像
を
刻
み
銘
文
を
附
す
る
等
の
事
を
せ
な
ん
だ
か
ら
で
あ
る
。
或
は
之
を
禁
じ
ら
れ
て
居
っ
た
の
か
も
知
れ
ぬ
。
勅
願
で
な
い
洞
に
は
後
か
ら
後
か
ら
と
秩
序
も
な
く
其
餘
地
に
佛
像
及
銘
文
を
刻
み
、
甚
し
き
は
先
人
の
刻
し
た
佛
像
銘
文
を
削
り
て
其
處
に
自
分
の
佛
像
及
銘
を
刻
ん
だ
例
も
あ
る
。
或
は
下
の
銘
仏
像
が
半
分
削
り
残
さ
れ
て
居
る
の
を
見
る
。」
ま
さ
し
く
塚
本
の
言
う
、
勅
願
で
な
い
洞
の
無
秩
序
な
雑
然
と
し
た
状
態
は
、
古
陽
洞
の
両
側
壁
第
三
・
第
二
両
層
の
四
つ
の
列
龕
の
周
囲
に
も
、
穹
窿
形
天
井
に
も
見
ら
れ
る
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
こ
の
明
治
三
十
九
年
に
お
け
る
塚
本
の
龍
門
石
窟
調
査
に
お
け
る
掛
け
替
え
の
な
い
現
地
報
告
は
、
本
人
に
よ
っ
て
撮
影
さ
れ
た
諸
洞
内
の
写
真
の
数
々
で
あ
る
。
と
り
わ
け
古
陽
洞
内
に
つ
い
10
て
は
、
そ
の
後
間
も
な
く
側
壁
の
列
龕
内
の
諸
像
が
人
為
的
に
破
壊
、
掠
奪
さ
れ
て
い
る
の
で
尚
更
で
あ
る
。
水
野
清
一
・
長
廣
敏
雄
著
『
龍
門
石
窟
の
研
究
』
に
、
古
陽
洞
内
の
塚
本
撮
影
の
写
真
四
枚
（
１４
）
が
収
録
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
一
枚
の
「
古
陽
洞
右
壁
上
層
図
（
第
九
十
二
図
）
④
に
、
南
側
壁
第
三
層
の
第
二
・
第
三
列
龕
の
間
に
、
横
額
状
の
〈
太
和
七
年
孫
秋
生
造
像
記
〉
と
、
そ
の
上
下
に
二
分
さ
れ
た
、
第
二
列
龕
内
釈
迦
坐
像
の
〈
景
明
三
年
邑
子
像
造
像
記
〉
を
見
る
こ
と
が
出
来
る
。
両
者
の
書
式
や
行
数
の
相
違
は
も
と
よ
り
、
同
じ
方
筆
と
は
い
え
、
そ
の
優
劣
ま
で
看
て
取
れ
る
の
で
あ
る
。
破
壊
以
前
の
景
明
三
年
造
龕
内
の
釈
迦
坐
像
の
全
貌
が
見
ら
れ
る
点
か
ら
も
、
す
こ
ぶ
る
貴
重
で
あ
る
。
次
い
で
、
塚
本
に
同
行
し
た
平
子
鐸
嶺
つ
い
て
で
あ
る
が
、『
長
安
洛
陽
佛
蹟
探
檢
手
記
』
と
書
か
れ
た
箱
に
収
め
ら
れ
た
手
帳
三
冊
（
１５
）
が
、
現
在
、
東
京
藝
術
大
学
附
属
図
書
館
に
貴
重
図
書
と
し
て
所
蔵
さ
れ
て
い
る
。
同
館
の
厚
意
に
よ
り
、
本
稿
執
筆
中
二
回
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
た
の
で
、
内
容
の
概
要
を
記
し
て
お
き
た
い
。
な
お
、
三
冊
と
も
に
黒
褐
色
の
表
紙
の
方
眼
の
罫
の
あ
る
約
六
十
頁
の
手
帳
で
あ
る
が
、
第
一
分
冊
と
第
二
分
冊
は
同
型
（
横
幅
一
三
・
五
セ
ン
チ
、
縦
二
〇
・
五
セ
ン
チ
）
で
あ
る
が
、
第
三
分
冊
は
や
や
大
型
（
横
幅
一
六
・
五
セ
ン
チ
、
縦
二
〇
・
五
）
で
あ
る
。
第
一
分
冊
は
、
鞏
県
石
窟
寺
の
平
面
図
や
佛
龕
の
化
生
菩
薩
・
格
天
井
の
ス
ケ
ッ
チ
な
ど
か
ら
始
っ
て
い
る
。
鞏
県
は
漢
魏
の
洛
陽
故
城
の
東
四
〇
キ
ロ
、
伊
水
と
黄
河
の
合
流
点
に
近
く
、
清
代
に
は
河
南
府
に
属
し
て
い
た
。
石
窟
寺
の
造
営
（
１６
）
は
北
魏
の
宣
武
帝
景
明
年
間
（
五
〇
〇
―
五
〇
四
）
と
目
さ
れ
て
い
る
。
河
南
府
の
城
壁
や
門
の
ス
ケ
ッ
チ
も
見
ら
れ
る
。
第
二
分
冊
に
は
、
最
初
の
数
ペ
ー
ジ
に
場
所
不
明
の
龍
頭
な
ど
描
か
れ
て
い
る
だ
け
で
あ
る
。
第
三
分
冊
は
、
す
べ
て
龍
門
石
窟
の
各
洞
の
佛
像
や
装
飾
文
様
な
ど
の
ス
ケ
ッ
チ
で
満
さ
れ
て
お
り
、
開
巻
一
頁
に
は
賓
陽
中
洞
の
本
尊
の
仏
頭
が
大
き
挿図④ 明治三十九年古陽南壁中央（塚本靖撮影）
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く
墨
筆
で
描
か
れ
、
そ
の
裏
の
頁
に
霜
月
廿
日
の
日
付
け
が
記
さ
れ
、
「
龍
門
の
水
に
浴
し
て
窟
の
尺
迦
に
香
た
て
ま
つ
る
」
と
詠
ま
れ
て
い
て
い
る
。
古
陽
洞
に
つ
い
て
は
、
老
君
洞
本
尊
と
傍
書
さ
れ
た
、
本
尊
の
肩
か
ら
上
の
顔
の
ス
ケ
ッ
チ
⑤
そ
の
右
下
に
台
座
に
結
跏
趺
坐
し
た
本
尊
の
全
容
が
描
か
れ
て
い
る
。
加
飾
さ
れ
た
太
上
老
君
の
顔
で
は
あ
る
が
、
釈
迦
仏
の
原
像
の
面
長
の
顔
目
鼻
立
ち
、
高
い
肉
髻
は
か
な
り
良
く
と
ら
え
て
い
る
。
ま
た
、
ノ
ー
ト
に
は
、
和
紙
に
淡
く
彩
色
さ
れ
た
洞
内
仏
像
の
細
部
の
ス
ケ
ッ
チ
が
貼
付
さ
れ
て
お
り
、
な
か
で
も
興
味
を
お
ぼ
え
た
の
は
、
明
治
二
十
六
年
に
岡
倉
覺
三
が
龍
門
で
唯
一
ス
ケ
ッ
チ
し
た
弥
勒
菩
薩
交
脚
像
の
、
腹
部
の
上
の
円
環
内
で
Ｘ
字
状
に
交
差
す
る

巾
と
、
交
脚
の
膝
を
覆
う
下
裳
の
平
行
衣
褶
線
が
描
か
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
⑥
。
平
子
の
こ
の
龍
門
石
窟
調
査
ノ
ー
ト
に
は
、
賓
陽
三
洞
は
じ
め
十
九
の
洞
名
が
見
ら
れ
る
が
、
平
子
が
最
も
感
動
を
覚
え
た
の
は
唐
代
の
奉
先
寺
洞
で
あ
ろ
う
か
、
大
盧
舎
那
佛
像
の
顔
の
見
事
な
ス
ケ
ッ
チ
、
測
量
値
を
書
き
入
れ
た
平
面
図
と
が
、
そ
れ
ぞ
れ
頁
い
っ
ぱ
い
に
書
か
れ
て
い
る
。
ま
た
老
君
洞
よ
り
更
に
南
に
あ
る
長
身
観
音
洞
挿図⑥ 明治三十九年古陽洞内仏像細部（平子鐸嶺筆）
挿図⑤ 明治三十九年古陽洞太上老君像
（平子鐸嶺筆）
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（
現
在
の
名
称
は
路
洞
）
に
も
回
り
、
平
面
図
と
と
も
に
、
法
隆
寺
の
百
済
観
音
菩
薩
像
に
似
た
、
長
身
の
頭
部
を
欠
い
た
脇
侍
像
の
素
描
に
寸
法
ま
で
書
き
込
ん
で
い
る
。
な
お
、
平
子
は
清
國
か
ら
帰
國
後
、
主
に
龍
門
石
窟
を
論
じ
た
平
子
鐸
嶺
稿
『
洞
窟
古
年
考
完
』（
故
佐
伯
啓
造
氏
蔵
（
１７
）
）
を
執
筆
し
た
と
の
こ
と
で
あ
る
が
、
遺
族
に
照
会
し
て
み
た
が
、
所
在
不
明
で
あ
っ
た
。
平
子
が
病
没
し
た
の
は
、
帰
國
後
五
年
目
の
明
治
四
十
四
年
（
一
九
一
一
）
五
月
の
こ
と
で
あ
る
。
４
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
に
お
け
る
関
野
貞
の
龍
門
石
窟
再
訪
次
い
で
関
野
貞
の
龍
門
訪
問
に
つ
い
て
で
あ
る
が
、
も
と
も
と
明
治
三
十
九
年
の
塚
本
靖
の
清
國
訪
問
は
、
同
僚
で
あ
っ
た
関
野
貞
と
の
二
名
の
出
張
で
あ
り
、
平
子
の
懇
請
に
よ
り
三
名
同
行
の
旅
と
な
っ
た
が
、
龍
門
に
到
着
す
る
や
、
関
野
は
塚
本
・
平
子
と
別
れ
て
西
安
府
へ
向
っ
て
い
る
。
よ
ほ
ど
慌
た
だ
し
か
っ
た
と
み
え
て
、
こ
の
と
き
の
龍
門
石
窟
の
見
聞
に
つ
い
て
は
、
帰
國
直
後
の
講
演
（
１８
）
に
お
い
て
は
、
唯
一
唐
代
の
奉
先
寺
の
盧
舎
那
佛
の
大
像
を
、
奈
良
の
東
大
寺
の
大
佛
と
比
較
し
な
が
ら
紹
介
し
て
い
る
ば
か
り
で
あ
る
。
さ
ら
に
関
野
は
、
十
二
年
後
の
大
正
七
年
（
一
九
一
八
）
二
月
、
官
命
に
よ
り
、
三
ヶ
年
に
わ
た
っ
て
朝
鮮
・
中
國
・
印
度
の
各
地
を
歴
訪
し
て
い
る
が
、
中
國
で
は
民
國
七
年
（
一
九
一
八
）
の
年
内
に
龍
門
石
窟
を
訪
ね
て
お
り
、
同
年
十
二
月
「
西
遊
雑
信
（
１９
）
」
一
を
日
本
に
送
り
、〈
雲
岡
と
龍
門
〉
と
題
し
て
、
両
者
の
比
較
研
究
を
試
み
て
お
り
、
そ
の
な
か
で
開
鑿
の
年
代
に
関
し
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
雲
岡
の
石
窟
に
は
年
代
を
徴
す
べ
き
一
の
刻
銘
な
き
も
、
龍
門
の
石
窟
に
は
大
抵
年
代
作
者
及
造
象
の
来
由
を
刻
せ
る
を
以
て
正
確
に
そ
の
時
代
を
徴
す
べ
し
。
其
の
刻
銘
の
最
も
古
き
者
は
第
廿
一
窟
（
老
君
洞
）
に
あ
る
北
魏
孝
文
帝
の
太
和
七
年
（
西
紀
四
七
八
年
、
筆
者
注
四
八
三
年
の
誤
記
）
に
し
て
今
を
距
る
こ
と
千
四
百
四
十
年
前
、
雲
岡
の
五
大
石
窟
に
後
る
る
こ
と
約
二
十
年
な
り
。
此
の
老
君
洞
は
孝
文
帝
の
経
営
に
成
り
し
者
に
し
て
其
の
開
鑿
は
更
に
此
の
刻
銘
よ
り
数
年
を
遡
る
べ
し
。
其
他
の
石
窟
は
北
魏
東
魏
北
齊
隋
唐
の
時
代
に
至
り
て
次
第
に
作
成
せ
ら
れ
し
者
な
り
」
関
野
も
ま
た
、
自
分
の
眼
で
、
老
君
洞
の
南
壁
中
央
の
「
太
和
七
年
孫
秋
生
造
像
記
」
を
読
み
と
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。
な
お
、
注
目
し
て
お
き
た
い
の
は
、
関
野
貞
が
龍
門
石
窟
を
再
訪
し
た
大
正
七
年
に
は
、
す
で
に
三
年
前
の
大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
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に
大
村
西
崖
著
『
支
那
美
術
史
彫
塑
篇
』
が
刊
行
さ
れ
て
お
り
、
古
陽
洞
の
開
鑿
に
つ
い
て
は
、
大
村
自
身
の
拓
本
の
錯
読
に
よ
っ
て
、
「
太
和
十
九
年
長
樂
王
丘
陵
亮
夫
人
尉
遲
造
像
記
」
を
以
て
、
洞
内
造
像
記
の
最
古
と
み
な
し
、
洞
の
開
鑿
を
、
孝
文
帝
の
太
和
十
七
年
（
六
九
三
）
以
降
と
断
定
し
、
そ
れ
が
も
っ
ぱ
ら
定
説
化
し
始
め
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。
大
村
の
拓
本
に
よ
る
錯
読
と
は
、
緒
論
で
指
摘
し
て
お
い
た
よ
う
に
、
正
壁
本
尊
の
敬
造
年
と
願
文
と
を
記
し
た
、
南
壁
の
中
央
の
孝
文
帝
洛
陽
遷
都
以
前
の
「
太
和
七
年
孫
秋
生
造
像
記
」
と
、
孝
文
帝
遷
都
以
後
に
開
発
さ
れ
た
側
壁
第
三
層
の
第
二
列
龕
の
「
景
明
三
年
邑
子
像
造
像
記
」
が
、
余
壁
が
な
い
の
で
前
者
を
挟
ん
で
上
下
に
刻
銘
さ
れ
た
た
め
に
、
拓
本
の
上
で
一
つ
の
碑
銘
と
勘
違
い
し
て
、
太
和
七
年
を
第
二
列
龕
の
造
龕
が
始
っ
た
年
、
景
明
お
わ
三
年
は
造
り
訖
っ
た
年
と
勝
手
に
解
釈
し
て
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
後
も
関
野
の
古
陽
洞
開
鑿
年
代
観
に
い
さ
さ
か
の
変
更
も
な
い
こ
と
は
、
前
記
の
「
西
遊
雑
信
」
を
そ
の
儘
、
昭
和
十
三
年
（
一
九
三
八
）
刊
行
の
『
支
那
の
建
築
と
藝
術
（
２０
）
』
に
収
録
し
て
い
る
こ
と
か
ら
も
伺
わ
れ
る
。
ち
な
み
に
、
大
正
十
四
年
（
一
九
二
五
）
十
月
に
刊
行
さ
れ
た
常
盤
大
定
・
関
野
貞
共
著
『
支
那
佛
教
史
蹟
』
二
（
２１
）
に
は
、
民
國
二
年
（
一
九
一
三
）
頃
か
ら
始
っ
た
土
民
に
よ
る
仏
顔
破
壊
掠
奪
後
の
第
二
十
一
窟
（
古
陽
洞
）
内
の
大
型
写
真
図
版
十
枚
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
内
二
枚
に
「
太
和
七
年
孫
秋
生
造
像
記
」
の
碑
銘
の
あ
る
南
壁
第
三
層
の
第
二
列
龕
が
撮
影
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
同
図
版
の
説
明
は
、（
北
魏
太
和
七
年
造
像
銘
）
と
の
み
記
さ
れ
て
い
る
。
同
著
は
す
べ
て
図
版
の
み
収
録
さ
れ
て
お
り
、
図
版
の
解
説
書
と
し
て
は
別
に
大
正
十
五
年
（
一
九
二
六
）
に
常
盤
大
定
著
『
支
那
佛
教
史
蹟
詳
解
（
２２
）
』
が
刊
行
さ
れ
て
い
る
が
、
常
盤
は
古
陽
洞
の
「
太
和
七
年
孫
秋
生
造
像
記
」
に
つ
い
て
は
、
大
村
西
崖
に
倣
っ
て
「
景
明
三
年
孫
秋
生
等
造
像
銘
」
と
錯
読
し
て
い
る
。
常
盤
の
解
説
が
、
図
版
を
提
供
し
た
関
野
の
タ
イ
ト
ル
と
大
き
く
異
な
っ
て
い
る
の
は
、
か
つ
て
常
盤
自
身
、
六
年
前
の
大
正
九
年
（
一
九
二
〇
）
十
一
月
九
日
の
「
龍
門
に
詣
る
記
」
（
２３
）
で
、「
老
君
洞
の
中
に
、
龍
門
最
古
の
銘
文
太
和
七
年
の
年
號
が
あ
る
。
最
古
な
る
に
拘
ら
ず
、
最
も
緻
密
を
極
め
、
構
想
も
複
雑
に
、
至
る
所
に
熱
烈
な
信
仰
心
の
流
露
す
る
の
は
、
こ
の
窟
を
以
て
最
と
す
る
」
と
碑
銘
を
自
分
の
眼
で
読
ん
で
感
嘆
し
て
い
る
だ
け
に
残
念
で
あ
る
。
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五
、
古
陽
洞
を
訪
れ
た
二
人
の
欧
人
研
究
者
に
よ
る
調
査
１
一
九
〇
七
年
、
エ
デ
ュ
ア
ー
ル
・
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
に
よ
る
龍
門
石
窟
の
調
査
と
、
精
緻
な
碑
銘
の
解
読
清
朝
の
光
緒
三
十
三
年
（
一
九
〇
七
）、
わ
が
塚
本
靖
・
平
子
鐸
嶺
に
遲
れ
る
こ
と
一
年
、
フ
ラ
ン
ス
人
の
東
洋
学
者
エ
デ
ュ
ア
ー
ル
・
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌÉ
douard
C
havannes
（
一
八
六
五
―
一
九
一
八
）
が
、
龍
門
石
窟
を
訪
れ
、
七
月
二
十
四
日
か
ら
八
月
四
日
に
至
る
十
二
日
間
に
わ
た
っ
て
、
龍
門
石
窟
の
風
景
及
び
石
窟
内
の
仏
像
の
写
真
撮
影
と
お
び
た
だ
し
い
数
の
碑
銘
の
採
取
を
行
い
、
数
年
か
け
て
そ
の
解
読
を
し
て
い
る
。
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
に
つ
い
て
は
、
同
じ
よ
う
に
國
際
的
な
優
れ
た
東
洋
学
者
で
あ
っ
た
石
田
幹
之
助
（
一
八
七
一
―
一
九
七
四
）
の
記
述
（
２４
）
に
よ
れ
ば
、
パ
リ
の
エ
コ
ー
ル
・
ノ
ル
マ
ル
に
学
び
、
公
使
館
員
と
し
て
北
京
に
留
学
（
一
八
八
九
―
九
三
）、
帰

後
コ
レ
ー
ジ
ュ
・
ド
・
フ
ラ
ン
ス
教
授
と
な
り
、
終
生
そ
の
職
に
あ
っ
た
（
一
八
九
三
―
一
九
一
八
）、
と
い
う
。
最
も
有
名
な
業
績
は
《
史
記
》
の
飜
訳
（
三
分
の
一
完
了
）
で
あ
る
が
、
研
究
範
囲
は
す
こ
ぶ
る
広
く
、
西
域
求
法
の
中
國
僧
の
事
跡
、
中
國
来
住
の
イ
ン
ド
僧
の
伝
記
、
仏
教
説
法
、
中
國
美
術
、
漢
代
碑
文
、
漢
晋
の
木
簡
釈
説
、
西
突
厥
史
料
の
訳
注
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
。
門
下
生
か
ら
敦
煌
莫
高
窟
研
究
の
先
駆
者
で
あ
る
ポ
ー
ル
・
ペ
リ
オ
な
ど
の
東
洋
学
者
が
輩
出
し
た
の
も
、
宜
な
る
か
な
で
あ
る
。
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
は
、
一
九
〇
七
年
に
華
北
・
東
北
地
域
の
調
査
の
旅
に
出
か
け
、
そ
の
成
果
が
『
華
北
訪
古
記
（M
ission
archéolo-
gique
dans
la
C
hine
septem
trional
）』
（
２５
）
全
四
冊
で
あ
り
、
一
九
〇
九
年
に
図
版
二
冊
、
一
九
一
三
年
に
報
告
書
第
一
冊
〈
漢
代
彫
刻
〉、
一
九
一
五
年
に
第
二
冊
〈
仏
教
彫
刻
〉
を
刊
行
し
て
い
る
。
龍
門
石
窟
に
関
し
て
は
、
図
版
の
第
二
冊
（
２６
）
に
、
伊
闕
の
東
山
か
ら
写
し
た
西
山
の
潜
渓
寺
に
始
ま
る
石
窟
群
の
遠
景
や
、
奉
先
寺
を
過
ぎ
た
後
の
南
寄
り
の
無
数
の
大
小
の
諸
洞
を
此
岸
の
下
か
ら
写
し
た
近
景
な
ど
、
八
枚
の
写
真
（
Ｎ
Ｏ
・
２
７
８
―
２
８
５
）
が
収
め
ら
れ
て
お
り
、
続
い
て
賓
陽
三
洞
を
始
め
と
す
る
各
洞
内
の
大
写
し
の
写
真
（
タ
テ
２１
セ
ン
チ
・
ヨ
コ
４
・
８
セ
ン
チ
）
が
続
く
の
で
あ
る
が
、
第
十
洞
―
老
君
洞
に
つ
い
て
は
、
洞
内
の
大
判
写
真
三
十
枚
（
Ｎ
Ｏ
・
３
６
５
―
３
９
４
）
に
及
ん
で
い
る
。
な
お
、
龍
門
石
窟
に
お
け
15
る
大
型
写
真
は
、
す
べ
て
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
の
指
示
に
従
っ
て
同
行
の
中
國
人
が
撮
影
し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
を
、
一
九
一
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
報
告
書
第
一
部
の
序
文
の
中
で
断
っ
て
い
る
。
本
人
が
撮
っ
た
も
の
は
、
小
判
の
ス
ナ
ッ
プ
だ
け
だ
っ
た
と
い
う
。
さ
て
老
君
洞
、
即
ち
古
陽
洞
内
で
撮
影
さ
れ
た
写
真
は
、
北
壁
の
洞
口
に
近
い
東
寄
り
の
、
第
二
層
の
弥
勒
菩
薩
交
脚
像
の
列
龕
と
初
層
の
空
洞
の
列
龕
が
上
下
に
並
ん
だ
、
最
初
の
第
三
六
五
図
に
始
ま
っ
て
、
第
三
層
の
釈
迦
仏
坐
像
の
列
龕
と
そ
の
上
の
穹
窿
形
天
井
下
方
の
小
仏
龕
や
千
仏
像
を
写
し
た
第
三
七
九
図
な
ど
が
あ
り
、
さ
ら
に
南
壁
へ
と
転
じ
て
い
る
。
と
こ
ろ
で
、
南
壁
の
図
版
で
、
逸
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
の
は
、
第
三
層
の
釈
迦
仏
坐
像
の
第
二
列
龕
と
そ
の
下
の
第
二
層
の
二
仏
竝
坐
龕
を
写
し
た
第
三
九
一
図
⑦
で
あ
り
、
第
三
層
の
そ
の
右
の
龕
側
に
、
奥
壁
本
尊
の
碑
銘
で
あ
る
横
額
状
の
「
太
和
七
年
孫
秋
生
造
像
記
」
と
、
そ
れ
を
挟
ん
で
上
面
に

首
に
囲
ま
れ
た
「
邑
子
像
」
の
題
記
と
、
ま
た
下
面
に
は
上
面
に
続
く
、
維
那
に
率
い
ら
れ
た
邑
子
た
ち
の
名
を
記
し
た
縦
長
い
碑
形
が
見
ら
れ
る
。
こ
の
図
版
を
見
る
か
ぎ
り
太
和
七
年
の
敬
造
が
明
記
さ
れ
て
い
る
前
者
と
、
景
明
三
年
お
わ
に
造
り
訖
る
と
末
尾
に
記
さ
れ
て
い
る
後
者
と
は
、
一
見
し
て
碑
面
の
濃
淡
及
び
文
字
の
配
列
の
相
異
が
看
取
さ
れ
る
の
で
あ
る
。
横
幅
が
同
じ
で
あ
り
な
が
ら
、
前
者
は
縦
九
字
・
横
十
三
行
の
横
長
い
長
方
形
で
、
文
字
も
大
き
く
、
整
然
と
し
て
行
間
に
ゆ
と
り
が
あ
る
の
に
対
し
て
、
後
者
は
縦
三
十
字
・
横
十
五
行
の
縦
長
い
長
方
形
で
、
文
字
が
小
さ
く
行
間
も
過
密
で
、
雑
然
と
し
た
感
じ
を
ま
ぬ
が
れ
な
い
。
同
じ
角
張
っ
た
方
筆
と
は
い
え
、
両
者
の
優
劣
は
、
見
る
眼
に
は
見
え
て
く
る
。
ま
た
、
こ
の
南
壁
の
中
央
部
を
写
し
た
第
三
九
一
図
が
、
き
わ
め
て
貴
重
な
の
は
、
拓
本
の
上
で
は
知
る
こ
と
の
で
き
な
か
っ
た
「
景
明
三
年
邑
子
像
」
の
そ
の
造
龕
を
、
す
な
わ
ち
第
三
層
第
二
列
龕
内
挿図⑦ 一九〇七年古陽洞南壁中央
（É．シャヴァンヌ、第三九一図）
16
の
釈
迦
坐
像
と
脇
侍
の
菩
薩
立
像
二
躯
の
完
全
な
姿
を
、
一
九
〇
七
年
に
写
し
た
こ
の
写
真
を
通
し
て
、
目
の
当
り
に
見
る
こ
と
が
で
き
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
の
後
、
洞
内
の
数
多
く
の
龕
内
の
尊
像
は
、
度
重
な
る
人
為
的
な
破
壊
を
受
け
て
お
り
、
も
は
や
昔
日
の
面
影
を
偲
ぶ
べ
く
も
な
い
の
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
の
図
版
に
収
め
ら
れ
た
古
陽
洞
内
の
写
真
が
、
如
何
に
貴
重
で
あ
る
か
、
ス
エ
ー
デ
ン
の
中
國
美
術
史
家
オ
ス
ヴ
ァ
ル
ド
・
シ
レ
ー
ン（O
svald
Sirén
）が
、
十
一
年
後
の
一
九
一
八
年
四
月
に
龍
門
石
窟
を
初
訪
し
た
際
に
は
、
古
陽
洞
内
の
仏
像
は
、既
に
損
傷
を
受
け
て
い
た
の
で
あ
る
。シ
レ
ー
ン
は
自
著
『
中
國
彫
刻
』（C
hinese
sculpture,
Text
）
（
２７
）
の
中
で
、
こ
う
語
っ
て
い
る
。
「
中
國
美
術
を
学
ぶ
者
は
、
必
要
な
情
報
や
出
来
の
良
い
複
写
が
す
べ
て
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
の
『
華
北
訪
古
記
』
に
含
れ
て
い
る
こ
と
を
知
る
で
あ
ろ
う
。
そ
れ
と
共
に
、
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
に
よ
っ
て
紹
介
さ
れ
た
彫
刻
の
多
く
が
、
現
在
部
分
的
に
或
い
は
全
面
的
に
破
壊
を
被
っ
て
い
る
こ
と
も
心
に
留
め
て
お
か
ね
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
十
年
か
ら
十
二
年
間
に
龍
門
に
お
け
る
彫
刻
の
破
壊
は
、
そ
こ
を
続
け
て
訪
れ
た
者
に
し
か
理
解
で
き
ぬ
ほ
ど
の
速
さ
で
進
ん
で
い
る
。
私
も
個
人
的
に
こ
れ
ま
で
の
訪
問
、
つ
ま
り
一
九
一
八
年
四
月
と
一
九
二
一
年
一
二
月
と
の
間
に
失
わ
れ
た
多
く
の
頭
部
や
全
身
像
に
つ
い
て
の
観
察
を
記
録
し
て
き
た
が
、
一
九
一
八
年
に
撮
影
し
た
写
真
の
い
く
つ
か
は
、
そ
ん
な
わ
け
で
使
え
な
い
も
の
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
も
と
あ
っ
た
頭
部
の
一
〇
パ
ー
セ
ン
ト
も
残
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
あ
と
は
失
わ
れ
た
か
、
現
地
の
工
人
の
作
っ
た
余
り
に
も
ひ
ど
い
塑
造
の
頭
部
に
す
り
替
え
ら
れ
て
い
る
」
確
か
に
、
シ
レ
ー
ン
の
撮
影
し
た
写
真
（
第
七
七
―
八
〇
図
）
を
見
る
と
、
側
壁
の
列
龕
内
の
尊
像
は
言
う
に
及
ば
ず
、
列
龕
の
周
り
の
無
数
の
小
龕
の
尊
像
の
顔
ま
で
破
壊
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
第
二
層
列
龕
内
の
弥
勒
菩
薩
交
脚
像
の
顔
面
は
、
気
味
の
悪
い
玉
眼
を
つ
け
た
白
い
塑
造
の
顔
に
す
り
替
え
ら
れ
て
い
る
。
な
お
、
シ
レ
ー
ン
は
、
老
君
洞
の
失
わ
れ
た
彫
刻
の
顔
面
の
行
方
に
つ
い
て
、「
こ
の
よ
う
に
龍
門
の
彫
刻
を
代
表
す
る
作
例
の
多
く
が
、
も
と
あ
っ
た
場
所
か
ら
移
さ
れ
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
、
ア
メ
リ
カ
、
日
本
の
様
々
な
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
に
入
っ
て
い
る
」
と
結
ん
で
い
る
。
し
か
し
、
何
は
と
も
あ
れ
、
龍
門
石
窟
調
査
に
お
け
る
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
の
東
洋
学
者
と
し
て
の
本
領
は
、
彼
が
試
み
た
『
史
記
』
の
飜
訳
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
漢
語
の
読
解
力
に
あ
っ
た
と
言
え
よ
う
。
と
か
く
見
落
さ
れ
勝
ち
で
あ
る
が
『
華
北
訪
古
記
』
図
版
第
二
冊
に
は
、
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
が
龍
門
石
窟
に
お
い
て
採
取
し
た
碑
銘
の
拓
本
は
三
一
〇
（
Ｎ
Ｏ
・
４
３
７
か
ら
Ｎ
Ｏ
・
７
４
７
）
を
数
え
、
さ
ら
17
に
八
年
後
の
一
九
一
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
報
告
書
第
一
巻
の
第
二
部
（
仏
教
彫
刻
）
の
巻
末
に
は
、〈
Ⅰ
龍
門
石
窟
の
碑
銘
〉
が
「
伊
闕
佛
龕
碑
」（
Ｎ
Ｏ
・
１
２
７
４
）
に
始
ま
り
、
清
朝
末
碑
（
Ｎ
Ｏ
・
１
６
９
５
）
ま
で
、
じ
つ
に
四
二
二
を
数
え
る
書
き
起
し
の
碑
銘
が
収
録
さ
れ
、
本
文
中
に
そ
れ
ら
の
碑
銘
の
一
つ
一
つ
に
、
各
洞
の
説
明
と
と
も
に
、
詳
細
な
解
説
が
な
さ
れ
て
い
る
。
龍
門
石
窟
に
つ
い
て
は
、
先
達
の
岡
倉
覚
三
や
伊
東
忠
太
な
ど
と
同
様
に
、
伊
闕
の
風
景
か
ら
説
き
起
し
、
西
山
の
潜
渓
寺
に
対
し
て
、
対
岸
の
東
山
に
あ
る
、
詩
人
白
居
易
ゆ
か
り
の
香
山
寺
に
及
ぶ
の
で
あ
る
が
、
石
窟
に
関
し
て
は
、
西
山
の
河
岸
沿
い
の
岩
壁
に
、
潜
渓
寺
を
入
口
と
し
て
約
一
キ
ロ
に
わ
た
っ
て
無
数
の
石
窟
が
穿
た
れ
て
い
る
と
述
べ
、
そ
の
各
論
の
冒
頭
を
〈
１.
潜
渓
寺
の
囲
い
の
中
の
石
窟
〉
と
題
し
て
、
賓
陽
洞
か
ら
始
め
て
お
り
、
古
陽
洞
に
つ
い
て
は
〈
１８.
第
十
洞
・
通
称
老
君
洞
（
２８
）
〉
と
題
し
て
、
八
年
前
に
出
版
さ
れ
た
図
版
の
説
明
と
対
象
の
寸
法
、
そ
し
て
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
自
身
が
採
取
し
た
拓
本
の
碑
銘
の
詳
細
な
解
読
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
い
く
つ
か
を
書
き
抜
い
て
お
く
。
「
わ
れ
わ
れ
は
、
龍
門
石
窟
中
、
最
も
有
名
な
、
老
君
洞
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
石
窟
に
到
着
し
た
。
こ
の
石
窟
に
な
ぜ
道
教
の
守
護
神
の
名
が
付
け
ら
れ
て
い
る
の
か
は
不
明
で
あ
る
。
よ
り
古
い
時
代
に
は
古
陽
洞
と
呼
ば
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
。
こ
の
古
陽
洞
と
い
う
三
文
字
が
、
北
壁
の
奥
に
彫
ら
れ
て
い
る
（
第
三
八
〇
図
、
下
か
ら
七
〇
セ
ン
チ
、
左
端
か
ら
四
六
セ
ン
チ
）」。
な
お
測
量
し
た
寸
法
の
単
位
は
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
が
、
セ
ン
チ
に
直
し
て
お
く
。
実
測
が
多
い
こ
と
に
驚
嘆
す
る
。
次
い
で
、
太
上
老
君
像
に
変
容
し
た
奥
壁
の
本
尊
や
脇
侍
の
菩
薩
立
像
が
、
如
何
な
る
損
傷
を
う
け
て
い
る
か
、
こ
う
述
べ
て
い
る
。
「
こ
の
洞
は
二
つ
の
点
に
お
い
て
損
わ
れ
て
い
る
。
ま
ず
奥
の
大
仏
に
つ
い
て
奇
妙
な
修
復
が
ほ
ど
こ
さ
れ
て
お
り
、
そ
れ
を
囲
ん
で
い
る
素
晴
ら
し
い
彫
像
の
真
ん
中
が
調
和
を
損
っ
て
彩
色
さ
れ
て
い
る
（
第
三
九
四
図
右
）。
第
二
点
は
、
一
九
〇
一
年
に
洞
を
閉
じ
る
た
め
に
築
か
れ
た
積
石
に
よ
る
壁
で
あ
る
（
第
三
八
六
図
左
と
第
六
五
図
右
）。
こ
の
壁
は
、
大
き
な
壁
龕
に
垂
直
な
列
を
な
し
て
、
洞
の
両
側
を
厚
く
覆
っ
て
い
る
」
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
は
、
奥
壁
の
修
復
さ
れ
た
太
上
老
君
像
に
よ
ほ
ど
抵
抗
感
が
あ
っ
た
と
み
え
て
、
こ
の
洞
の
本
尊
を
正
面
か
ら
は
一
枚
も
写
し
て
い
な
い
。
彼
が
素
晴
ら
し
い
彫
像
と
讃
え
て
い
る
脇
侍
の
菩
薩
立
像
（
第
三
九
四
図
）
⑧
の
左
方
に
、
わ
ず
か
に
彩
色
さ
れ
た
太
上
老
君
像
の
右
肩
と
結
跏
趺
坐
の
右
脚
、
そ
し
て
台
座
の
覆
い
が
見
ら
れ
ば
か
り
で
あ
る
。
な
お
、
宝
壇
の
右
下
に
、
現
在
は
破
壊
さ
18
れ
て
し
ま
っ
た
獅
子
像
が
見
ら
れ
る
の
は
、
貴
重
で
あ
る
。
ち
な
み
に
、
前
述
し
た
南
壁
中
央
の
「
太
和
七
年
造
像
記
」
は
、
こ
の
挿
図
の
脇
侍
の
菩
薩
立
像
の
肩
先
か
ら
右
へ
、
僅
か
五
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
し
か
離
れ
て
い
な
い
の
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
は
、
側
壁
の
構
成
に
つ
い
て
、
北
壁
と
南
壁
を
上
層
・
中
層
・
下
層
に
分
け
て
、
各
層
の
壁
龕
内
の
仏
像
の
説
明
を
し
て
い
る
が
、
上
層
の
列
龕
の
釈
迦
坐
像
に
対
し
て
、
ブ
ツ
ダ
と
の
み
呼
び
、
側
壁
中
層
の
列
龕
で
最
も
魅
力
的
な
弥
勒
菩
薩
交
脚
像
を
、
た
だ
菩
薩
と
し
か
記
し
て
い
な
い
の
は
、
残
念
に
思
わ
れ
る
。
ま
だ
破
壊
さ
れ
る
以
前
の
、
莞
爾
と
し
て
ほ
ほ
え
む
面
長
の
顔
の
弥
勒
菩
薩
交
脚
像
の
貴
重
な
図
版
⑨
（
第
三
六
五
、
三
七
一
、
三
七
四
各
図
）
が
遺
さ
れ
て
い
る
だ
け
に
で
あ
る
。
そ
の
精
緻
な
写
真
に
は
、
漢
風

の
交
脚
像
の
左
膝
の
上
に
、
形
骸
化
し
た
持
瓶
が
明
瞭
に
看
取
さ
れ
る
が
、
も
と
よ
り
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
は
、
気
が
付
い
て
い
な
い
。
こ
の
持
瓶
が
未
耒
仏
を
象
徴
す
る
香
油
瓶
で
あ
る
こ
と
は
、
す
で
に
第
三
章
第
二
節
で
詳
述
し
た
と
お
り
で
あ
る
。
ま
た
洞
の
天
井
に
つ
い
て
も
、「
ド
ー
ム
型
を
し
て
い
て
、
小
さ
な
方
眼
状
の
壁
龕
が
覆
っ
て
お
り
、
そ
の
中
に
幾
分
大
き
い
壁
龕
が
い
く
つ
か
挟
み
こ
ま
れ
て
い
る
（
第
三
九
〇
図
と
第
三
九
二
図
の
上
層
）」
と
の
み
記
さ
れ
、
千
仏
と
い
う
名
稱
も
、
ま
た
小
壁
龕
の
多
挿図⑧ 一九〇七年古陽洞奥壁老君像右側と
右脇侍菩薩像（É．シャヴァンヌ第三九四図）
挿図⑨ 一九〇七年古陽洞北壁第三
層弥勒菩薩交脚像（É．シャヴァン
ヌ、第三七一図）
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く
見
ら
れ
る
弥
勒
菩
薩
交
脚
像
の
名
も
一
切
見
ら
れ
な
い
。
最
後
に
、
側
壁
の
列
龕
内
の
坐
像
の
法
量
が
示
さ
れ
て
お
り
、
「
上
層
と
中
層
の
像
は
自
然
な
大
き
さ
で
あ
り
、
坐
像
で
一
・
〇
五
メ
ー
ト
ル
か
ら
一
・
四
五
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
」
と
記
さ
れ
て
お
り
、
続
い
て
、「
洞
の
幅
は
六
・
八
〇
メ
ー
ト
ル
で
、
奥
行
は
入
口
か
ら
大
仏
の
台
座
ま
で
七
・
七
〇
メ
ー
ト
ル
で
あ
る
」
と
洞
内
の
平
面
が
示
さ
れ
て
い
る
。
そ
し
て
終
り
は
、「
以
下
、
私
が
拓
本
を
と
っ
た
碑
銘
を
挙
げ
る
」
と
い
う
予
告
で
結
ば
れ
て
い
る
。
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
自
身
が
と
っ
た
老
君
洞
の
拓
本
の
碑
銘
は
、《
龍
門
碑
銘
三
七
三
、E
stam
paze
328
（Fig.
540et
1506
）》か
ら
始
ま
り
、《
碑
銘
五
八
五
》
で
終
っ
て
い
る
。
解
読
さ
れ
て
い
る
碑
銘
の
数
は
、
二
一
三
件
、
托
弧
内
に
示
さ
れ
て
い
る
二
つ
の
数
字
は
、
拓
本
と
書
起
し
文
の
ナ
ン
バ
ー
で
あ
る
。
古
陽
洞
だ
け
で
も
、
記
述
は
三
十
頁
に
及
び
、
こ
れ
ま
で
に
龍
門
石
窟
を
訪
ね
た
研
究
者
の
中
で
は
、
そ
れ
以
前
も
そ
れ
以
後
も
、
碑
銘
の
解
読
に
お
い
て
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
に
及
ぶ
も
の
は
な
い
と
言
え
よ
う
。
と
こ
ろ
で
、
懸
案
の
「
太
和
七
年
孫
秋
生
造
像
記
」
は
、
本
文
の
《
碑
銘
三
八
一
》（
第
五
四
二
図
、
六
〇
五
図
）
（
２９
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
第
五
四
二
図
は
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
自
身
の
取
っ
た
拓
本
⑩
で
あ
り
、
太
和
七
年
銘
記
を
真
中
に
挟
ん
で
、
上
面
に
邑
子
像
の
題
記
と
邑
主
、
下
面
に
、
維
那
に
率
い
ら
れ
た
邑
子
百
四
十
人
の
名
を
刻
し
た
景
明
三
年
の
銘
記
と
が
、
上
か
ら
下
ま
で
連
続
し
た
縦
長
い
碑
拓
が
取
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
一
六
〇
五
図
⑪
は
、
そ
の
拓
本
か
ら
書
起
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
拓
本
に
あ
っ
た
邑
子
た
ち
の
連
名
は
消
去
さ
れ
て
い
挿図⑩ 拓本「太和七年孫秋生造像記」
（É．シャヴァンヌ＜龍門碑銘＞No．５４２）
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る
。
い
ず
れ
も
八
年
前
の
図
版
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
の
碑
銘
解
読
の
紹
介
に
先
立
っ
て
、
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
の
取
っ
た
拓
本
か
ら
「
太
和
七
年
孫
秋
生
造
像
記
」
の
全
文
を
復
元
し
て
お
こ
う
。
な
お
、・
印
は
異
体
文
字
（
別
字
）
で
あ
り
、
秦
公
輯
著
『
碑
別
字
新
編
（
３０
）
』、
さ
ら
に
羅
振
・
羅
振
玉
共
著
『
増
訂
碑
別
字
字
典（３１
）』
に
據
っ
て
検
出
し
た
が
、
伐
や
な
ど
「
魏
孫
秋
生
造
象
」
の
出
據
名
が
な
い
別
字
も
み
ら
れ
る
。
・
大
伐
太
和
七
年
新
城
縣
・
・
曹
孫
秋
生
新
城
縣
・
曹
起
祖
二
百
人
等
・
敬
造
石
一
區
願
國
祚
・
・
三
寶
弥
顯
有
願
弟
・
・
子
等
榮
茂
春
槐
獨
・
・
秀
蘭
鼓
馥
昌
年
金
暉
誕
照
於
聖
現
世
眷
属
萬
福
雲
歸
洙
輪
疊
駕
元
世
父
母
及
弟
子
等
来
・
身
神
九
空
迹
登
十
地
五
道
群
生
咸
同
此
願
孟
廣
達
文
蕭
顯
慶
書
こ
の
縦
九
字
、
横
十
四
行
の
整
然
と
並
ん
だ
、
異
体
文
字
（
別
字
）
十
二
を
数
え
る
す
こ
ぶ
る
難
解
な
漢
語
や
仏
教
用
語
の
多
い
碑
銘
を
、
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
は
、
正
字
で
書
き
起
し
⑪
、
次
の
よ
う
に
読
み
解
い
て
い
る
。
「
太
和
七
年
（
四
八
三
）
新
城
縣
民
間
人
雇
用
監
査
官
孫
秋
生
、
劉
起
祖
を
含
む
二
百
人
等
が
、
敬
虔
に
願
い
を
唱
え
つ
つ
石
像
を
作
成
し
た
。
挿図⑪ 書起し「太和七年孫秋生造像記」（Ｅ．シャヴァンヌ＜龍門碑銘＞No．１６０５）
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國
の
繁
栄
が
永
久
で
あ
る
よ
う
に
。
三
宝
が
益
々
輝
く
よ
う
に
。
こ
の
祈
願
を
行
っ
た
信
者
た
ち
が
春
の
花
の
よ
う
に
榮
え
ま
す
よ
う
に
。
彼
ら
が
庭
で
並
ぶ
も
の
の
な
い
ほ
ど
咲
き
誇
っ
て
い
る
ア
カ
シ
ア
で
あ
る
よ
う
に
。
蘭
が
そ
の
香
り
を
栄
光
の
年
月
に
わ
た
っ
て
放
つ
よ
う
に
。
黄
金
の
輝
き
が
そ
の
光
を
聖
な
る
世
を
広
げ
る
よ
う
に
。
現
世
の
眷
属
た
ち
が
福
雲
の
よ
う
に
彼
ら
の
上
に
集
ま
り
、
無
限
の
幸
福
を
得
る
よ
う
に
。
彼
ら
が
朱
色
の
馬
車
に
乗
っ
て
多
く
の
供
を
従
え
る
よ
う
に
。
先
祖
た
ち
、
彼
ら
の
父
母
、
兄
弟
た
ち
が
、
来
世
で
じ
つ
ち
天
の
九
層
へ
と
飛
翔
す
る
よ
う
に
。
彼
ら
が
十
地
へ
と
相
続
い
て
昇
る
よ
う
に
。
五
道
の
生
け
る
も
の
が
こ
の
祈
り
に
加
わ
る
よ
う
に
。
孟
廣
達
が
こ
の
銘
を
起
草
し
、
蕭
顯
慶
が
こ
れ
を
書
い
た
」
も
と
よ
り
、
願
文
に
見
ら
れ
る
駢
儷
体
の
華
麗
な
語
調
ま
で
は
望
む
べ
く
も
な
い
に
し
て
も
、
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
は
’
や
洙
な
ど
漢
語
の
一
つ
一
つ
を
採
り
上
げ
て
注
釈
し
て
い
る
。
書
起
し
の
銘
文
の
冒
頭
に
あ
る
大
代
（
原
碑
で
は
大
伐
）
に
つ
い
て
は
、
魏
と
同
義
で
あ
る
旨
を
詳
述
し
、
太
和
七
年
（
四
八
三
）
と
い
う
年
紀
に
つ
い
て
は
、
次
の
よ
う
に
注
を
付
け
て
い
る
。
「
そ
れ
ゆ
え
、
こ
れ
ら
の
造
営
が
始
ま
っ
た
の
は
、
洛
陽
が
魏
の
首
都
に
な
る
以
前
の
こ
と
で
あ
る
」
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
は
、
こ
の
碑
銘
に
刻
ま
れ
た
〈
敬
造
石
像
一
區
〉
の
敬
造
を
造
像
の
完
成
と
解
し
た
上
で
、
古
陽
洞
の
開
鑿
さ
れ
た
年
代
を
、
孝
文
帝
の
洛
陽
遷
都
以
前
の
こ
と
で
あ
る
、
と
注
記
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
こ
の
こ
と
は
、
お
そ
ら
く
は
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
自
身
も
考
え
及
ば
な
か
っ
た
ほ
ど
、
き
わ
め
て
大
き
な
意
味
を
も
っ
て
い
る
と
い
っ
て
よ
い
。
そ
れ
は
、
龍
門
石
窟
で
最
古
の
こ
の
古
陽
洞
が
、
北
魏
の
王
室
と
は
関
わ
り
の
な
い
、
在
地
の
漢
人
の
官
民
た
ち
に
よ
っ
て
開
鑿
さ
れ
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
か
ら
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
は
、
大
代
の
代
に
つ
い
て
、
代
は
魏
と
同
じ
で
あ
る
旨
、
詳
述
し
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
在
地
の
漢
人
の
立
場
か
ら
は
、
果
し
て
そ
れ
だ
け
に
と
ど
ま
る
で
あ
ろ
う
か
。『
魏
書
（
３２
）
』
に
は
、
穆
帝
紀
八
年
の
条
に
「
晋
愍
帝
、
進
帝
為
代
王
」
と
あ
り
、
東
晋
の
愍
帝
（
在
位
三
一
三
―
三
一
七
）
の
時
に
、
鮮
卑
族
拓
跋
部
の
長
が
代
王
に
任
ぜ
ら
れ
、
代
・
常
山
二
郡
が
与
え
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
後
太
祖
紀
に
は
、
登
國
元
年
（
三
八
六
）
正
月
、
拓
跋
珪
、
後
の
太
祖
道
武
帝
が
正
月
に
代
王
に
即
位
し
、
四
月
に
は
魏
王
に
改
称
し
、
都
を
盛
樂
に
定
め
、
さ
ら
に
天
興
元
年
（
三
九
八
）
六
月
に
は
國
號
を
魏
と
な
し
、
皇
帝
と
称
し
、
翌
七
月
に
は
平
城
（
大
同
）
に
遷
都
し
た
旨
が
、
記
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
北
辺
の
こ
の
代
郡
産
の
胡
馬
は
、
代
馬
と
呼
ば
れ
て
い
た
。
漢
人
に
と
っ
て
、
代
に
は
、
胡
族
へ
の
侮
蔑
感
が
あ
り
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
。
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古
陽
洞
内
の
お
び
た
だ
し
い
数
の
碑
銘
の
中
で
、
年
号
の
上
に
、
大
魏
で
は
な
く
大
代
と
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
正
壁
釈
迦
三
尊
像
の
敬
造
を
記
し
た
「
太
和
七
年
孫
秋
生
造
像
記
」
の
外
に
は
、
わ
ず
か
に
正
始
三
年
（
五
〇
六
）
の
小
龕
二
（
３３
）
が
あ
る
だ
け
で
、
孫
大
城
や
楊
小
妃
な
ど
の
発
願
者
名
か
ら
推
し
て
、
正
壁
本
尊
同
様
、
地
元
の
漢
人
に
よ
る
造
像
で
あ
り
、
胡
族
支
配
に
対
す
る
抵
抗
感
あ
っ
て
の
こ
と
で
は
な
い
の
か
。
さ
ら
に
言
え
ば
、
大
代
を
大
伐
と
記
し
て
い
る
の
も
、
孝
文
帝
の
南
伐
に
対
す
る
抵
抗
あ
っ
て
の
こ
と
と
考
え
る
の
は
、
い
さ
さ
か
考
え
過
ぎ
で
あ
ろ
う
か
。
ち
な
み
に
、
伐
が
代
の
異
体
文
字
と
し
て
現
れ
る
の
は
、
八
十
年
も
後
の
北
斉
の
太
寧
二
年
（
五
六
二
）
の
「
雲
門
寺
法
懃
禅
師
塔
銘
（
３４
）
」
に
お
い
て
で
あ
る
。
２
一
九
一
八
年
及
び
一
九
二
一
年
、
オ
ス
ヴ
ァ
ル
ド
・
シ
レ
ー
ン
に
よ
る
龍
門
石
窟
の
調
査
と
、
動
揺
す
る
古
陽
洞
開
鑿
年
代
ス
エ
ー
デ
ン
人
の
美
術
史
家
、
オ
ス
ヴ
ァ
ル
ド
・
シ
レ
ー
ンO
s-
vald
Sirén
（
一
八
七
九
―
一
九
六
六
）
が
、
最
初
に
龍
門
石
窟
を
訪
ね
た
の
は
、
日
本
の
東
洋
考
古
美
術
史
家
関
野
貞
の
再
訪
よ
り
二
ヵ
月
遅
い
、
一
九
一
八
年
（
民
國
七
年
）
四
月
の
こ
と
で
あ
り
、
シ
レ
ー
ン
も
ま
た
、
三
年
後
の
一
九
二
一
年
に
再
訪
し
て
い
る
。
そ
の
成
果
が
収
め
ら
れ
た
著
書
『
中
國
彫
刻
―
五
世
紀
よ
り
十
四
世
紀
―
』
全
四
冊
（
一
―
本
文
。
二
―
四
、
図
版
）
一
九
二
五
年
、
ロ
ン
ド
ン
、C
hinese
sculpture
−
From
the
fifth
to
the
fourteenth
century.
4vols
（I−Text.Ⅱ
.−IV.Plates
）1925,
London （３５
）
に
は
、
表
紙
の
著
者
名
の
下
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
大
学
教
授
の
肩
書
が
記
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
シ
レ
ー
ン
の
略
歴
に
つ
い
て
は
、
ロ
ン
ド
ン
か
ら
刊
行
さ
れ
て
い
る
著
名
な
美
術
雑
誌
『
バ
ー
リ
ン
ト
ン
・
マ
ガ
ジ
ン
』
一
九
六
六
年
九
月（
３６
）号
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
追
悼
記
事
に
よ
っ
て
知
る
こ
と
が
出
来
る
が
、
一
八
七
九
年
ヘ
ル
シ
ン
キ
で
生
れ
、
一
九
六
六
年
六
月
二
十
六
日
に
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
で
没
し
、
享
年
八
十
七
歳
で
あ
っ
た
。
一
九
〇
八
年
か
ら
二
五
年
ま
で
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
美
術
史
教
授
を
務
め
、
一
九
二
八
年
か
ら
四
五
年
ま
で
ス
ト
ッ
ク
ホ
ル
ム
の
王
立
博
物
館
の
絵
画
・
彫
刻
部
門
の
学
芸
員
で
あ
っ
た
が
、
シ
レ
ー
ン
は
西
洋
人
に
よ
る
中
國
美
術
史
研
究
の
黄
金
期
と
呼
ば
れ
た
時
代
を
代
表
す
る
人
物
で
あ
る
、
と
評
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
初
期
の
段
階
で
イ
タ
リ
ア
美
術
か
ら
中

美
術
へ
転
向
し
た
と
い
う
。
シ
レ
ー
ン
の
中
國
美
術
、
と
り
わ
け
華
北
の
仏
教
彫
刻
へ
の
関
心
に
つ
い
て
は
、
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
に
負
う
と
こ
ろ
が
す
こ
ぶ
る
大
き
か
っ
た
こ
と
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は
、
す
で
に
前
節
に
お
い
て
述
べ
て
お
い
た
と
こ
ろ
で
あ
る
。
シ
レ
ー
ン
の
龍
門
石
窟
に
関
す
る
記
述
は
、
第
一
冊
の
本
文
に
、
山
西
篇
の
雲
岡
石
窟
に
続
い
て
、
河
南
篇
の
冒
頭
に
あ
り
、
老
君
洞
の
総
説
（
二
〇
―
二
一
頁
）
と
、
第
二
冊
図
版
に
収
録
さ
れ
て
い
る
老
君
洞
内
七
枚
の
図
版
（
七
五
図
―
八
一
図
）
の
解
説
か
ら
始
ま
っ
て
い
る
。
圧
巻
は
、
こ
れ
ま
で
道
教
風
の
あ
ま
り
に
も
け
ば
け
ば
し
い
上
塗
り
に
辟
易
し
て
、
誰
し
も
撮
影
す
る
こ
と
を
避
け
て
き
た
正
壁
の
太
上
老
君
像
（
３７
）
⑫
を
正
面
か
ら
撮
っ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
と
こ
ろ
で
、
シ
レ
ー
ン
は
、
こ
の
正
壁
の
本
尊
に
つ
い
て
、
次
の
よ
う
に
述
べ
て
い
る
。
「
こ
の
洞
は
、
四
九
五
年
に
最
初
に
奉
献
さ
れ
た
。
中
尊
は
結
跏
趺
坐
、
禅
定
印
を
結
ん
だ
仏
陀
像
で
、
完
全
に
厚
塗
り
と
顔
料
で
塗
り
込
め
ら
れ
て
い
る
が
、
特
徴
の
あ
る
初
期
的
な
人
物
表
現
は
判
然
と
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
。」（
傍
点
は
筆
者
）
こ
こ
で
、
四
九
五
年
と
い
う
の
は
、
北
魏
孝
文
帝
の
太
和
十
九
年
で
あ
り
、
孝
文
帝
の
洛
陽
遷
都
後
二
年
目
に
当
っ
て
い
る
。
シ
レ
ー
ン
は
、
前
頁
の
総
説
に
お
い
て
も
、
龍
門
で
最
古
の
洞
は
、
北
魏
の
都
が
大
同
か
ら
洛
陽
に
移
さ
れ
て
間
も
な
く
、
帝
室
の
命
に
も
と
ず
い
て
開
鑿
さ
れ
た
と
し
な
が
ら
も
、
こ
う
言
っ
て
い
る
。
「
し
か
し
、
そ
れ
以
前
に
す
で
に
石
窟
造
営
が
始
ま
っ
て
い
た
可
能
性
も
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
ば
、
孝
文
帝
造
営
の
石
窟
で
あ
る
老
君
洞
に
は
四
八
三
年
の
銘
が
確
認
さ
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
こ
れ
は
年
代
的
に
非
常
に
離
れ
て
い
る
。
こ
の
洞
の
大
部
分
の
紀
年
銘
は
、
ず
っ
と
後
の
唐
代
の
追
加
部
分
を
除
け
ば
、
四
九
五
年
―
五
四
五
年
の
間
の
も
の
な
の
で
あ
る
。」（
傍
点
は
筆
者
）
四
八
三
年
は
、
太
和
七
年
で
あ
り
、
言
う
ま
で
も
な
く
古
陽
洞
正
壁
の
釈
迦
本
尊
が
敬
造
さ
れ
た
こ
と
を
銘
刻
し
て
い
る
「
太
和
七
年
孫
秋
生
造
像
記
」
の
紀
年
で
あ
る
。
シ
レ
ー
ン
が
心
酔
し
て
い
た
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
が
、《
碑
銘
三
八
一
》
に
お
い
て
意
を
盡
し
て
解
読
し
た
こ
の
太
和
七
年
の
造
像
銘
を
、
な
ぜ
彼
は
疑
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
挿図⑫ １９１８年古陽洞太上老君像
（O．シレーン撮影）
24
い
の
か
。
ま
た
何
よ
り
も
彼
自
身
が
、
太
上
老
君
像
の
図
版
⑫
の
解
説
の
中
で
、
中
尊
は
ま
ぎ
れ
も
な
い
仏
陀
像
で
あ
る
と
し
て
、「
特
徴
の
あ
る
初
期
の
造
像
形
式
（Form
）
は
判
然
と
確
認
す
る
こ
と
が
で
き
る
」
と
言
っ
て
い
る
に
も
拘
ら
ず
で
あ
る
。
正
壁
本
尊
が
如
何
な
る
時
代
の
様
式
（Style
）
な
の
か
、
そ
の
表
現
形
式
と
碑
銘
の
紀
年
と
を
対
応
さ
せ
、
検
証
す
る
こ
と
が
、
彫
刻
史
研
究
者
と
し
て
の
本
領
で
は
な
い
の
か
。
す
で
に
シ
レ
ー
ン
は
、
雲
岡
石
窟
を
調
査
し
て
い
る
。
太
上
老
君
像
の
加
飾
の
下
の
釈
迦
本
尊
の
造
像
が
、
雲
岡
石
窟
に
見
ら
れ
た
す
こ
ぶ
る
特
徴
的
な

胡
風

に
相
通
う
も
の
が
あ
る
の
か
、
あ
る
い
は
そ
の
影
響
が
全
く
見
ら
れ
な
い

漢
風

そ
の
も
の
で
あ
る
の
か
、
見
分
け
は
つ
い
た
は
ず
で
あ
る
。
そ
れ
に
も
拘
ら
ず
、
古
陽
洞
の
開
鑿
年
代
に
関
し
て
す
こ
ぶ
る
曖
昧
な
の
は
、
な
ぜ
な
の
か
。
私
は
最
近
に
た
ま
た
ま
シ
レ
ー
ン
の
著
作
全
４
冊
が
刊
行
さ
れ
た
一
九
二
五
年
に
添
え
ら
れ
た
序
文
（
３８
）
の
末
尾
に
あ
る
、
左
の
記
述
を
読
み
、
シ
レ
ー
ン
に
対
す
る
こ
れ
ま
で
の
不
審
な
思
い
が
、
一
挙
に
氷
解
す
る
の
を
お
ぼ
え
た
。
驚
く
べ
き
こ
と
に
は
、
本
稿
の
緒
論
に
お
い
て
指
摘
し
て
お
い
た
大
村
西
崖
が
拓
本
の
上
で
犯
し
た
碑
銘
錯
読
が
、
中
國
語
も
日
本
語
も
読
め
な
い
シ
レ
ー
ン
に
ま
で
、
影
響
を
及
ぼ
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
シ
レ
ー
ン
は
次
の
よ
う
に
告
白
し
て
い
る
。
「
私
は
Ａ
・
ウ
エ
イ
リ
ー
氏
に
も
お
世
話
に
な
っ
た
。
同
氏
は
中
國
彫
刻
に
関
す
る
オ
オ
ム
ラ
の
日
本
語
の
著
作
か
ら
の
彼
の
ノ
ー
ト
を
利
用
す
る
便
宜
を
、
私
に
与
え
て
く
れ
た
の
で
あ
る
。」（
傍
点
筆
者
）中
國
彫
刻
に
関
す
る
オ
オ
ム
ラ
の
日
本
語
の
著
作
と
い
う
の
は
、
も
と
よ
り
一
九
一
五
年
に
刊
行
さ
れ
た
大
村
西
崖
の
大
著
『
支
那
美
術
史
彫
塑
篇
』
に
ほ
か
な
ら
な
い
。
そ
の
中
か
ら
抜
粋
し
た
英
訳
の
ノ
ー
ト
を
シ
レ
ー
ン
に
借
し
た
Ａ
・
ウ
エ
イ
リ
ー
は
、
英
國
の
東
洋
学
者
と
し
て
日
本
に
お
い
て
す
こ
ぶ
る
著
名
な
ア
ー
サ
ー
・
ウ
エ
イ
リ
ー
（A
rther
D
avid
W
aley,
1889−1966
）
で
あ
る
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
ウ
エ
イ
リ
ー
に
つ
い
て
は
、
オ
ッ
ク
ス
フ
ォ
ー
ド
大
学
出
版
局
刊
行
の
『
國
民
人
名
辞
典
、
一
九
六
一
年
―
一
九
七
〇
年
』（
一
九
八
一
年
）
（
３９
）
の
記
事
が
、
も
っ
と
も
簡
に
し
て
要
を
え
て
い
る
が
、
ウ
エ
イ
リ
ー
は
一
九
一
三
年
六
月
に
大
英
博
物
館
員
と
な
り
、
中
國
と
日
本
の
文
書
や
絵
画
部
門
を
担
当
す
る
と
と
も
に
、
中
國
語
と
日
本
語
の
文
藝
作
品
の
飜
訳
を
し
て
い
る
。
日
本
関
係
の
訳
書
と
し
て
は
、
『
日
本
の
詩
歌
』（
一
九
一
九
年
）、『
日
本
の
能
』（
一
九
二
二
年
）、
『
源
氏
物
語
』（
一
九
二
五
年
刊
行
開
始
）
な
ど
、
私
た
ち
の
知
っ
て
い
る
も
の
も
少
く
な
い
。
こ
う
し
た
ウ
エ
イ
リ
ー
か
ら
大
村
西
崖
の
25
龍
門
石
窟
の
碑
銘
の
訳
が
伝
え
ら
れ
る
こ
と
も
大
い
に
あ
り
え
よ
う
。
も
っ
と
も
シ
レ
ー
ン
は
、
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
に
よ
っ
て
龍
門
石
窟
に
開
眼
さ
れ
な
が
ら
も
、
石
窟
の
碑
銘
に
は
ほ
と
ん
ど
関
心
が
な
か
っ
た
の
か
、
彼
の
古
陽
洞
内
の
図
版
に
は
、
碑
銘
の
写
っ
た
も
の
が
一
枚
も
な
い
。
古
陽
洞
の
開
鑿
年
代
に
関
し
て
、
定
見
を
持
ち
え
な
い
所
以
で
あ
る
。
ち
な
み
に
シ
レ
ー
ン
よ
り
二
ヶ
月
早
く
一
九
一
八
年
二
月
に
古
陽
洞
を
調
査
し
た
関
野
貞
は
、
南
壁
中
央
の
「
太
和
七
年
銘
孫
秋
生
造
像
記
」
の
碑
銘
を
、
正
確
に
読
み
と
る
と
と
も
に
、
碑
銘
の
あ
る
壁
面
の
撮
影
を
行
っ
て
い
る
。
自
分
の
眼
で
、
碑
銘
を
確
か
め
よ
う
と
し
な
か
っ
た
シ
レ
ー
ン
の
調
査
が
惜
し
ま
れ
る
の
で
あ
る
。
注
（
１
）
『
岡
倉
天
心
全
集
』
別
巻
（
一
九
八
年
七
月
、
平
凡
社
刊
）
年
譜
三
九
五
頁
、
三
九
四
―
三
九
六
頁
。
期
間
は
七
月
十
五
日
よ
り
十
二
月
七
日
ま
で
。
（
２
）
前
出
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
五
巻
、
一
五
―
一
一
四
頁
。
手
記
の
假
題
は
「
支
那
旅
行
日
誌
」。
期
間
は
、
明
治
二
十
六
年
七
月
十
一
日
よ
り
同
年
十
一
月
三
日
ま
で
。
な
お
、
日
本
美
術
院
所
蔵
の
同
手
記
の
閲
覧
と
写
真
撮
影
に
つ
い
て
、
平
成
十
七
年
九
月
十
九
日
、
同
十
八
年
八
月
一
日
の
両
日
、
同
院
の
事
務
局
長
鈴
木
嗣
郎
氏
と
担
当
者
重
田
有
子
さ
ん
に
お


に
な
っ
た
こ
と
を
深
謝
す
る
。
（
３
）
劉
等
撰
『
舊
唐
書
』
巻
百
六
十
六
、
列
傳
白
居
易
（
中
華
書
房
刊
）
第
一
三
冊
、
四
三
五
六
頁
、
四
三
五
八
頁
。
（
４
）
前
出
『
岡
倉
天
心
全
集
』
別
巻
、
年
譜
三
八
四
頁
―
三
八
七
頁
。
（
５
）
日
本
美
術
院
所
蔵
。
昭
和
六
十
二
年
三
月
五
日
、
同
院
の
奥
村
義
三
理
事
長
及
び
小
沼
新
六
事
務
長
の
厚
意
で
閲
覧
と
撮
影
。
前
出
『
岡
倉
天
心
全
集
』
第
八
巻
、「
奈
良
古
社
寺
調
査
手
録
」
二
二
頁
。
（
６
）E
rnest
F.
Fenolossa
;E
pochs
of
C
hinese
and
Japanese
A
rt,Vol.1
(N
ew
York
and
London,1912)
P.50.
（
７
）
法
隆
寺
蔵
『
法
隆
寺
明
治
十
九
歳
録
古
文
寺
務
所
』
の
五
月
七
日
の
箇
所
に
、「
一
、
五
月
七
日
午
前
十
二
時
頃
文
部
省
御
傭
人
米
國
フ
ェ
ノ
ロ
サ
氏
仝
圖
画
取
調
掛
り
岡
倉
覺
三
外
三
名
及
加
納
鐵
哉
氏
随
行
壱
名
登
山
有
之
寶
器
并
佛
体
其
外
諸
堂
等
荒
増
模
写
シ
午
後
五
時
過
帰
南
有
之
候
事
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
昭
和
六
十
二
年
一
月
九
日
、
法
隆
寺
寺
務
所
に
て
高
田
良
信
執
事
長
の
厚
意
に
よ
り
、
明
治
年
間
の
寺
務
日
記
を
閲
覧
。
（
８
）
前
出
『
岡
倉
天
心
全
集
』
別
巻
年
譜
三
八
四
―
三
八
九
頁
。
（
９
）
岸
田
日
出
刀
『
建
築
学
者
伊
東
忠
太
』（
昭
和
二
十
年
、
乾
元
社
刊
）
四
三
頁
。
（
１０
）
伊
東
忠
太
「
支
那
印
度
土
耳
其
旅
行
談
（
第
二
回
の
下
）」（『
建
築
雑
誌
』
第
二
百
四
十
号
（
明
治
三
九
年
、
日
本
建
築
学
会
刊
）
七
26
八
二
頁
、
七
八
三
頁
、
第
三
十
六
図
。
（
１１
）
伊
東
忠
太
『
東
洋
建
築
の
研
究
（
上
）』（
昭
和
十
八
年
、
龍
吟
社
刊
）
一
七
〇
頁
。
（
１２
）
塚
本
靖
「
清
國
内
地
旅
行
談
」（『
東
洋

藝
雑
誌
』
第
二
十
五
巻
第
三
百
二
十
一
号
、
明
治
四
十
一
年
六
月
五
日
刊
）
四
〇
二
〜
三
頁
。
（
１３
）
塚
本
靖
「
雲
崗
と
龍
門
」（『
太
陽
』
第
三
十
一
巻
第
八
号
大
正
十
四
年
八
月
刊
）
三
四
―
四
十
頁
。
（
１４
）
塚
本
靖
撮
影
「
古
陽
洞
内
図
版
」
第
八
十
九
図
坐
佛
龕
（
左
壁
第
三
層
第
一
龕
）、
第
九
十
一
図
左
壁
上
層
、
第
九
十
二
図
右
壁
上
層
、
第
九
十
三
図
交
脚
菩
薩
龕
（
右
壁
第
二
層
第
龕
（
前
出
水
野
清
一
・
長
廣
敏
雄
著
『
龍
門
石
窟
の
研
究
』
所
収
）。
（
１５
）
平
子
鐸
嶺
筆
『
長
安
洛
陽
佛
蹟
探

手
記
』（
明
治
三
十
九
年
）
三
冊
（
東
京
藝
術
大
学
図
書
館
所
蔵
、
貴
重
図
書
）、
二
〇
〇
四
年
五
月
一
〇
日
、
二
〇
〇
五
年
一
〇
月
二
〇
日
閲
覧
及
び
撮
影
。
（
１６
）
《
中
國
石
窟
・
鞏
縣
石
窟
寺
編
集
委
員
会
監
修
『
中
國
石
窟
鞏
縣
石
窟
寺
』
一
九
八
三
年
平
凡
社
刊
》
安
金
槐
「
序
説
」
一
八
七
頁
。
（
１７
）
『
鐸
嶺
平
子
尚
先
生
著
作
年
表
・
略
歴
』（
一
九
七
四
年
、
発
会
刊
）
所
収
。
（
１８
）
関
野
貞
講
演
「
清
國
河
南
陜
西
旅
行
談
」
明
治
四
十
年
二
月
二
十
日
於
東
京
地
理
学
協
會
（
関
野
貞
著
『
支
那
の
建
築
と
藝
術
』
昭
和
十
三
年
九
月
岩
波
書
店
刊
）
所
収
六
〇
七
頁
。
（
１９
）
関
野
貞
「
西
遊
雑
信
」
一
（『
建
築
雑
誌
』
第
三
二
輯
第
三
八
四
号
大
正
七
年
十
二
月
刊
）
六
二
六
頁
下
段
。
な
お
、
前
出
、
関
野
貞
著
『
支
那
の
建
築
と
藝
術
』
に
も
所
収
、
六
五
四
頁
。
（
２０
）
関
野
貞
「
西
遊
雑
信
」
上
支
那
の
部
雲
岡
と
龍
門
（
前
出
、
『
支
那
の
建
築
と
藝
術
』
六
四
五
頁
。
（
２１
）
常
盤
大
定
・
関
野
貞
共
著
『
支
那
佛
教
史
蹟
』
二
（
一
九
二
五
年
仏
教
史
蹟
研
究
會
刊
）
Ⅱ
―
９１
龍
門
第
二
十
一
窟
（
古
陽
洞
）
南
壁
上
層
第
三
佛
龕
。
（
２２
）
常
盤
大
定
著
『
支
那
佛
教
史
蹟
詳
解
』（
一
九
二
六
年
仏
教
史
蹟
研
究
会
刊
）
一
〇
五
頁
。
（
２３
）
常
盤
大
定
著
『
支
那
佛
教
史
蹟
踏
査
記
』（
昭
和
十
三
年
龍
吟
社
刊
）
所
収
「
古
賢
の
跡
へ
」
九
八
頁
。
（
２４
）
『
世
界
百
科
辞
典
』（
一
九
六
五
年
平
凡
社
刊
）
１０
、
五
四
〇
頁
。
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
の
項
、
石
田
幹
之
助
の
記
述
に
據
る
。
（
２５
）É
douard
C
havannes,
La
C
hine
septentrionale,
Planches,
D
euxiém
e
Partie.(Paris,1909.)
Tom
e
1
Prem
iere
Partie,(1913)
Pevoxiem
e
Partie
(1915)
（
２６
）
同
、Planches,D
euxiene
Partie
1909.Pl.C
LX
I− PlC
O
LI.
（
２７
）O
svaldSirén
;C
hinese
sculpture,
Volum
e
I ,
Text,
(Lon-
don,1925.)
P.20
（
２８
）
前
出
É
douard
C
havannes
;C
hine
Septentrionale,
Tom
e
I ,Peuxièem
e
Parte,La
Sculpture
B
ouddkique,P.472.
（
２９
）
同
、P.479.
（
３０
）
秦
公
輯
『
碑
別
字
新
編
』（
一
九
八
五
年
北
京
・
文
物
出
版
社
刊
）。
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（
３１
）
羅
振
・
羅
振
玉
著
『
増
訂
碑
別
字
字
典
』（
一
九
七
六
年
省
心
書
房
刊
）「
碑
名
分
類
別
字
索
引
」
七
頁
。
（
３２
）
魏
収
撰
『
魏
書
』
序
紀
第
一
穆
皇
帝
八
年
（
中
華
書
房
）
第
一
冊
九
頁
。
同
、
太
祖
紀
登
國
元
年
正
月
、
第
一
冊
二
十
頁
。
同
、
太
祖
紀
天
興
元
年
六
月
、
七
月
、
第
一
冊
、
三
二
―
三
三
頁
。
（
３３
）
大
村
西
崖
著
『
支
那
美
術
史
彫
塑
篇
』（
一
九
一
五
年
仏
書
刊
行
会
図
像
部
刊
）
二
〇
二
頁
。
（
３４
）
『
漢
魏
南
北
朝
墓
誌
集
釋
』
法
懃
禅
師
墓
誌
、
図
版
三
二
八
。
（
３５
）O
svald
Sirén
;C
hinese
Sculpture− Form
the
fifth
to
the
fourteenth
century− ,volum
e
I
:Text,(1925.London.)
（
３６
）W
illiam
W
atson
;Professor
O
svald
Siren
(T
he
B
uringTon
M
agazine,volum
e
cv
Ⅲ
,N
um
ber762,Septem
ber
1966,Lon-
don)
P.484.
（
３７
）
前
出
O
svald
Sirén
;C
hinese
Sculpture,
Volum
eI
:Text.
P.21.plate
75.
（
３８
）
仝
、Preface
viii.
（
３９
）T
he
D
ictionary
of
N
ational
B
iography
1961-1970
(O
xford
U
niversity
Pres,1981)
P.1043
結
び敬
愛
す
る
É
・
シ
ャ
ヴ
ァ
ン
ヌ
は
、
龍
門
石
窟
に
関
す
る
記
述
の
は
じ
め
に
、
西
山
の
潜
渓
寺
に
近
い
審
陽
洞
な
ど
重
要
な
石
窟
が
、
い
ず
れ
も
東
を
向
い
て
お
り
、
日
の
出
の
時
に
は
「
あ
た
か
も
賓
客
を
迎
え
入
れ
る
よ
う
に
、
太
陽
を
迎
え
入
れ
る
」
と
書
い
て
い
る
。
一
九
九
九
年
の
十
月
末
、
二
十
年
ぶ
り
に
訪
れ
た
龍
門
石
窟
で
、
朝
の
光
が
眩
し
い
ば
か
り
に
溢
れ
て
い
た
古
陽
洞
の
洞
内
に
立
っ
た
と
き
の
感
動
な
し
に
は
、
こ
の
論
文
は
生
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。
半
日
、
心
ゆ
く
ば
か
り
洞
内
を
調
査
す
る
機
会
を
与
え
て
下
さ
っ
た
龍
門
石
窟
研
究
院
の
諸
先
学
に
、
衷
心
よ
り
感
謝
し
た
い
。
ま
た
、
そ
の
後
こ
の
拙
論
の
執
筆
に
際
し
て
、
数
々
の
教
示
と
励
ま
し
を
戴
い
た
友
人
や
卒
業
生
に
、
さ
ら
に
は
そ
の
成
果
を
『
成
城
文
藝
』
に
寄
稿
す
る
よ
う
に
慫
慂
し
て
く
だ
さ
っ
た
戸
部
順
一
文
藝
学
部
長
並
び
に
編
集
委
員
の
皆
さ
ん
に
、
深
謝
し
て
や
ま
な
い
。
な
お
、
故
事
に
倣
っ
て
云
え
ば
、
願
わ
く
ば
、
古
陽
洞
の
美
を
礼
讃
し
て
や
ま
な
い
こ
の
拙
文
が
、
い
つ
の
日
に
か
〈
洛
陽
の
紙
價
〉
を
高
か
ら
し
め
ん
こ
と
を
、
で
あ
る
。
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龍
門
石
窟
古
陽
洞
の
開
鑿
年
代
（
上
）
正
誤
表
誤
正
２
頁
上
段
２
行
西
戒
の
地
西
戎
の
地
〃
〃
１９
行
龍
門
石
窟
前
所
長
龍
門
石
窟
研
究
所
前
所
長
〃
〃
〃
劉
景
龍
氏
訪
問
劉
景
龍
氏
の
訪
問
４
頁
上
段
１１
行
こ
う
呼
と
も
こ
う
呼
ん
だ
と
も
４
頁
下
段
５
行
「
太
和
七
年
龕
造
「
太
和
七
年
龕
造
佛
記
」
②
に
も
佛
記
」
に
も
８
頁
下
段
１０
行
塚
本
靖
に
よ
っ
て
明
治
三
十
九
年
（
一
九
〇
六
）
に
塚
本
靖
に
よ
っ
て
９
頁
下
段
３
行
が
大
部
分
を
占
め
で
占
め
１４
頁
下
段
１８
行
教
帝
崩
御
後
に
北
魏
の
孝
文
帝
崩
御
後
に
１５
頁
挿
図
８
東
山
よ
り
下
流
の
東
山
よ
り
上
流
の
〃
下
段
９
行
瓦
葺
の
南
葺
瓦
葺
の
〃
下
段
１６
行
差
支
え
で
あ
ろ
う
差
支
え
な
い
で
あ
ろ
う
も
こ
ろ
も
こ
し
１７
頁
下
段
１４
行
裳
階
裳
階
１９
頁
上
段
１４
行

瓶
宝
瓶
〃
〃
１７
行
〃
〃
〃
下
段
２
行
で
で
る
が
で
あ
る
が
２１
頁
上
段
３
行
ア
ッ
ト
リ
ビ
ー
ト
ア
ッ
ト
リ
ビ
ュ
ー
ト
２５
頁
上
段
１４
行
交
脚
像
で
あ
る
。
交
脚
像
で
あ
り
、
２６
頁
上
段
１６
行
説
説
印
説
法
印
３２
頁
下
段
１７
行
『
新
旧
約
聖
書
』
『
旧
約
聖
書
』
３４
頁
上
段
１１
行
雲
岡
窟
雲
岡
石
窟
３６
頁
上
段
７
行
バ
ク
ダ
ッ
ト
バ
グ
ダ
ッ
ト
３６
頁
下
段
１６
行
弘
文
帝
孝
文
帝
ひ
も
ん
ひ
き
ん
３７
頁
下
段
５
行

巾

巾
３８
頁
下
段
１７
行
第
二
八
五
窟
の
第
二
八
五
窟
窟
頂
の
３８
頁
上
段
挿
図

天
地
が
逆
３９
頁
上
段
４
行
麻
尼
摩
尼
〃
〃
２
行
密
賓
陽
中
洞
賓
陽
中
洞
〃
下
段
７
行
華
著
で
あ
り
華
奢
で
あ
り
〃
下
段
１６
行
キ
ー
ジ
ル
キ
ジ
ー
ル
４１
頁
下
段
２
行
（
田
稱
）
（
旧
稱
）
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